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あ
な
た
の

災
害
へ
の
備
え
は

万
全
で
す
か

情
報
の
宝
庫

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

あ
な
た
の
欲
し
い
情
報
が
見
つ
か
る
か
も

広
域
連
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を
図
り

活
性
化
を
目
指
す
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に
４
市
の
連
携
が
深
ま
る

Kirishim
a C

ity Public Relations,Japan
2013.2.5

発
行

  V
O

L.159
広
報
き
り
し
ま

◀

■
発

行
／

〒
899-4394 鹿

児
島

県
霧

島
市

国
分

中
央

三
丁

目
45-1　

ＴＥＬ
／

0995-45-5111㈹
 

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
／

U
RL http://w

w
w

.city-kirishim
a.jp　

■
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

／
 E-m

ail:info@
city-kirishim

a.jp
■

編
集

／
秘

書
広

報
課

　
ＴＥＬ

／
0995-64-0955　

ＦＡＸ
／

0995-64-0934　
■

印
刷

／
㈲

国
分

新
生

社
印

刷



平
成
23
年
１
月
26
日
に
始
ま
っ

た
新
燃
岳
の
噴
火
は
、
最
初
の
２

日
間
で
一
昨
年
、
桜
島
が
一
年
間

に
記
録
し
た
火
山
灰
（
約
５
０
０

万
㌧
）
の
５
倍
以
上
を
噴
出
。
風

下
の
都
城
市
や
高
原
町
で
は
大
量

の
灰
が
降
り
、
住
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

そ
の
約
１
か
月
半
後
に
起
き
た

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
方

の
命
と
生
活
が
奪
わ
れ
、
復
興
庁

に
よ
る
と
今
も
な
お
自
宅
に
帰
れ

な
い
方
が
約
31
万
６
０
０
０
人

（
１
月
25
日
現
在
）
も
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
集
中
豪
雨
や

竜
巻
な
ど
、
近
年
大
き
な
災
害
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
、
危
機
感
を
募
ら
せ

て
い
る
の
が
桜
島
で
す
。
大
正
噴

火
前
の
状
況
と
同
じ
く
ら
い
マ
グ

マ
の
量
が
溜
ま
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
大
噴
火
へ
の
警
戒
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
市

な
ど
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に

備
え
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て

お
り
、
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

市
防
災
マ
ッ
プ
に
は
、
水
害
や
土

砂
災
害
の
危
険
箇
所
、
避
難
所
な

ど
が
地
域
ご
と
に
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

霧
島
山
周
辺
の
７
市
町
で
発
足

し
た
「
環
霧
島
会
議
」
で
作
成
し
、

新
燃
岳
噴
火
の
際
に
役
立
っ
た
火

山
防
災
マ
ッ
プ
に
は
、
火
砕
流
の

流
れ
る
方
向
や
噴
石
の
飛
散
範
囲

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
が
作
成
し
た
地
震
防
災
マ
ッ

プ
に
は
、
地
域
ご
と
の
地
震
の
揺

れ
や
す
さ
や
液
状
化
発
生
確
率
な

ど
の
ほ
か
、
地
震
へ
の
備
え
や
心

得
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

市
防
災
マ
ッ
プ
と
火
山
防
災

マ
ッ
プ
は
安
心
安
全
課
☎（
64
）

０
９
９
７
、
地
震
防
災
マ
ッ
プ

は
建
築
指
導
課
☎（
64
）０
９
５

４
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

津
波
へ
の
対
策

湾
奥
に
位
置
す
る
霧
島
市
で
は
、

あ
ま
り
大
き
な
津
波
は
来
な
い
と

思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
県
の
試
算
で
は
湾
奥
で

海
底
噴
火
が
起
き
た
と
き
に
は
２

㍍
以
上
の
津
波
が
押
し
寄
せ
る
可

能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
末
に
は
、
津
波
の
参
考
に

な
る
よ
う
に
と
鹿
児
島
国
道
事
務

所
が
国
分
敷
根
な
ど
の
国
道
沿
い

５
か
所
に
海
抜
を
表
示
。
市
で
も
、

そ
の
ほ
か
の
場
所
に
看
板
設
置
を

進
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と

マ
ッ
プ
や
看
板
を
作
成
し
て
も
、

活
用
し
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
ん
な
災
害
が
起
き
る
可

能
性
が
あ
る
の
か
、
水
害
の
と
き
、

地
震
の
と
き
、
津
波
の
と
き
、
災

害
の
状
況
に
よ
っ
て
ど
こ
に
避
難

す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
、
事
前
に

確
認
し
て
お
く
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
よ
く
耳
に
し

た
の
が
「
想
定
外
」
で
す
。

防
災
マ
ッ
プ
は
過
去
の
災

害
な
ど
を
参
考
に
被
害
を

想
定
し
た
、
あ
く
ま
で
も

参
考
資
料
で
す
。
自
然
災

害
の
中
に
は
想
定
外
の
こ

と
が
発
生
す
る
こ
と
も
十

分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
想

定
さ
れ
る
災
害
へ
の
「
備

え
」
と
想
定
外
の
災
害
が

起
き
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
「
構
え
」
が
命
を
守

る
た
め
に
は
必
要
で
す
。

２
年
前
、
自
然
の
驚
異

を
私
た
ち
は
知
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ

そ
、
あ
れ
か
ら
２
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の

機
会
に
も
う
一
度
、
個
人

が
で
き
る
こ
と
、
地
域
が

で
き
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

１月26日、約300年ぶりの新燃岳噴火から２年を迎えました。
そして来月11日には、東日本大震災から２年を迎えます。
あの歴史的な大災害から私たちが学ぶべきこととは…。
この機会にもう一度、防災について考えてみませんか。

教訓 あなたの
災害への備えは
万全ですか

新燃岳や御鉢などが噴火した際に、噴石などから身
を守るための避難壕が高千穂河原と湯之野三叉路
付近の２か所に設置され１月26日、供用開始しました。

霧島火山防災マップ 霧島市防災マップ地震防災マップ

か
。

※�

市
で
は
防
災
出
前
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。
地
域
や
職
場
で
防

災
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

◎�

問
＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）０
９

９
７

津波の高さの表現

３月７日
からの表現

想定される
高さ

巨大地震などで
すぐに津波の高
さが分からない
場合の表現

大津波警報
10m超 10m～

巨　大10m 5m～10m
5m 3m～ 5m

津 波 警 報 3m 1m～ 3m 高　い
津波注意報 1m 20cm～1m （表記しない）

３月7日から
津波警報が変わります
気象庁では、東日本大震災を教訓に、
津波警報をより分かりやすく伝えるた
めに、表現の仕方を３月７日の正午か
ら変更します。

◎�問＝�鹿児島地方気象台防災業務課
☎099（250）9919

避難壕
完成
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霧島市携帯コード

携帯電話からも、霧島市の情報
をご覧いただけます。パソコン
をお持ちでないかたも、インター
ネット接続可能な携帯電話を利
用して、霧島市ホームページの
情報の一部を検索できます。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、

最
初
に
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の

は
美
し
い
風
景
な
ど
の
写
真
。
そ

の
下
に
は「
く
ら
し
の
窓
」と「
観

光
の
窓
」
の
二
つ
の
入
り
口
が
あ

り
ま
す
。

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報

「
く
ら
し
の
窓
」
に
は
、
健
康

や
福
祉
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
防

災
、
イ
ベ
ン
ト
案
内
、
各
種
証
明

書
の
発
行
な
ど
、
生
活
に
役
立
つ

情
報
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ー

ナ
ー
「
ぐ
ん
ぐ
ん
の
木
」
で
は
、

妊
娠
・
出
産
時
の
手
続
き
や
予
防

接
種
の
お
知
ら
せ
、
日
曜
祝
日
在

宅
医
や
保
育
所
・
幼
稚
園
の
一
覧
、

子
育
て
支
援
事
業
な
ど
の
ほ
か
、

お
は
な
し
会
や
絵
本
な
ど
、
子
育

て
に
役
立
つ
情
報
が
満
載
で
す
。

図
書
館
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
立

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
リ
ン

ク
し
て
お
り
、
新
刊
や
貸
出
ラ
ン

キ
ン
グ
情
報
な
ど
の
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単
に
貸
出
予
約

が
で
き
る
な
ど
、
本
好
き
の
方
に

は
お
勧
め
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

広
報
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
「
ま

ち
の
話
題
」
は
、
市
内
で
あ
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。「
頑
張
っ
た
み
ん
な
に

拍
手
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、

芸
術
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
個
人
、
団
体
を
紹
介
し
て
お
り
、

自
分
た
ち
で
投
稿
も
で
き
ま
す

（
掲
載
基
準
あ
り
）。
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

広
報
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
「
き
り

し
ま
を
食
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
広
報
き
り
し

ま
に
掲
載
し
た
料
理
や
レ
シ
ピ
、

作
っ
て
く
れ
た
方
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
も
合
わ
せ
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。
献
立
に
迷
っ
た
時
、
ふ
る
さ

と
の
食
文
化
を
学
び
た
い
時
な
ど

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

霧
島
観
光
の
魅
力
を
紹
介

「
観
光
の
窓
」
で
は
、
市
内
の

観
光
情
報
を
「
自
然
」「
歴
史
・

神
話
・
伝
説
・
文
化
」「
祭
り
・

イ
ベ
ン
ト
」「
遊
び
・
レ
ジ
ャ
ー
」

「
温
泉
・
宿
泊
」「
物
産
・
特
産
」

の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
紹
介
。「
イ

ベ
ン
ト
」
で
は
季
節
ご
と
に
、「
遊

び
・
レ
ジ
ャ
ー
」
で
は
地
域
ご
と

に
紹
介
す
る
な
ど
、
知
り
た
い
情

報
が
探
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
化
や
自
然
、
体
験
、

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
坂
本
龍

馬
と
お
龍
が
た
ど
っ
た
コ
ー
ス
な

ど
、
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

霧
島
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
の
コ
ー

ナ
ー
に
は
、霧
島
山
や
自
然
、フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
、
広
報

き
り
し
ま
表
紙
写
真
な
ど
市
内
の

美
し
い
風
景
を
掲
載
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、

皆
さ
ん
も
無
料
で
ご
利
用
で
き
ま

す
（
使
用
条
件
あ
り
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

情
報
の
宝
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
知
っ
て
い
れ

ば
、
休
み
の
日
の
お
出
か
け
や
遠

方
か
ら
知
人
が
来
た
と
き
な
ど
に

役
に
立
ち
ま
す
。
初
め
て
の
子
育

て
で
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
が

あ
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
少
し
は
不

安
も
解
消
さ
れ
る
の
で
は
。
た
く

さ
ん
の
情
報
を
知
る
こ
と
は
、
私

た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ

ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
多
く

の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
欲
し
か
っ
た
情
報
や
役

立
つ
情
報
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

ま
ず
は
「
霧
島
市
」
で
検
索
を
。

◎�

問
＝
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

市の情報などを知りたいときに
ホームページを活用しています。

公園の情報やイベント情報などが載っ
ていて、休みの日のお出かけに役立ち
ます。私も子どもも本が好きなので、ホー
ムページから本の予約ができるのは助
かります。学校やイベントなど、もう少
し詳細な情報が載っているとさらに利
用しやすくなると思います。ツイッター
も始まったので、ホームページと一緒に
活用して、霧島ライフを楽しみたいです。

野
元 

涼
子
さ
ん（
35
）　
祐
星
く
ん（
6
）

国
分
在
住 情報の宝庫

ホームページ
あなたの欲しい情報が見つかるかも

ツイッターでも発信 霧島市ユーザー名＝＠kirishima_city

１月９日から市の情報をツイッターでも発信しています。暮らしや観光、イベント、災害など、市政に
関するさまざまな情報をタイムリーにお知らせします。ぜひ、ご活用ください。 霧島市ツイッターの携帯コード

※携帯コードは�機種によって、読み込むことができないものもあります。

■�ツイッターとは／インターネット上で 140 文字以内の短文を投稿（ツイート）し、それらを閲覧することができるサービスです。パソコンや携帯電話、ス
マートフォンなどを使用して誰でも登録することができます。　※�原則、霧島市の発信に対する意見などに個別の返信はしません。

■霧島市公式ホームページトップ画面

霧島市 検索

■くらしの窓トップ画面 ■観光の窓トップ画面

http://www.ci ty -kir ishima.jp/

スマートフォンやタブ
レット型端末の普及に
より、インターネットを
活用する方が増えてい
ます。市でもホームペー
ジを運用し、インター
ネットを活用した広報を
行っていますが、利用
されていない方も多い
のでは。そこで今回は、
市のホームページの魅
力をお伝えします。

H
o

m
e

p
a

g
e

情
報
を
生
活
に
生
か
す

Crick
Crick

Crick

子 育 て 情 報

観 光 情 報

生 活 情 報

求 人 情 報

入 札 情 報

大隅国建国1300年情報
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薩
摩
半
島
と
大
隅
半
島
に
は
さ
ま
れ
、
日

本
百
景
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
錦
江
湾
（
鹿

児
島
湾
）。
前
田
終
止
市
長
の
提
唱
の
も
と
、

そ
の
湾
奥
部
と
桜
島
周
辺
に
位
置
す
る
霧
島

市
、鹿
児
島
市
、姶
良
市
、垂
水
市
の
４
市
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
区
域
を
超
え
て
広
域
連
携

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
平
成
23
年
８
月
22

日
、「
錦
江
湾
奥
会
議
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

４
市
の
人
口
は
約
83
万
人
で
、
県
本
土
人

口
の
約
54
％
を
占
め
、
面
積
の
約
１
５
４
４

広
域
連
携
を
図
り

活
性
化
を
目
指
す

鹿児島県

霧島市
姶良市

鹿児島市 錦江湾

垂水市

森も
り 

博ひ
ろ

幸ゆ
き

尾お

脇わ
き

雅ま
さ

弥や

笹さ
さ

山や
ま

義よ
し

弘ひ
ろ

前ま
え

田だ

終し
ゅ
う

止じ

鹿 児島市では、桜島・錦江湾の魅力
向上のため、ジオパーク認定へ

の取り組みや湾奥を巡るクルーズ船の運
航などを行っております。また、活発な
活動を続ける桜島は、平成26年１月に
大正噴火から100年を迎えます。湾奥の
４市が個性溢れる情報発信や広域的な
防災対策などに連携して取り組むことで、
国内外の多くの皆さまに世界に誇れる景
観などの魅力を堪能していただくとともに、
自然と共生する豊かな環境を未来に引き
継いでいきたいと考えております。

錦 江湾とは本来、鹿児島湾奥を指
していました。湾奥に位置するわ

れわれ４市が、連携して霧島錦江湾国立
公園をはじめ、歴史や持ち味をストーリー
でつなげながら強烈にアピールできれば、
観光面において、大きな効果が期待でき
ます。また、錦江湾の水質保全や桜島
大噴火を想定した防災対策への取り組
みなど広域的にかつ一体的に進めること
が、課題解決への近道です。各分野で
互いに知恵を出し合いながら、協働して
湾奥エリアの活性化を図っていきます。

桜 島・錦江湾は鹿児島の宝物です。
それらを共有する鹿児島市・霧島

市・姶良市・垂水市の首長が膝を交え、地
域の在り方（安心安全・観光交流・経済
交流）を本音で議論する事はとても有意
義です。そのことはきっと県内のみなら
ずアジアの発展・交流につながってゆくと
思います。なぜならば、世界が求めるポ
テンシャルの高いものが桜島・錦江湾で
つながる４市にはあるからです。｢どうすれ
ば実現できるか｣の視点を持って錦江湾
奥会議が発展してゆく事を期待します。

霧 島山周辺の７市町で発足した環
霧島会議でさまざまな課題解決に

取り組み、特に火山防災マップの作成は
新燃岳噴火の際に成果を上げました。今
度は海側、今まで以上に湾奥の魅力を生
かし、守るために湾奥会議を提唱しました。
４市が協力し、例えば湾奥クルージング
や広域的なマップの作成など広い視野
で協働することで観光や防災、環境など
全ての面で成果は高まり、相互交流を通
じての活性化にもつながります。「錦江湾
奥会議」はそのカギとして期待しています。

鹿児島市
面積：547.07㎢　人口：607,869人　世帯数：269,134戸
（平成25年１月1日現在）

市の基本理念／
人・まち・みどり・みんな で創る“豊かさ”実感都市・かごしま

垂水市
面積：162.01㎢　人口：17,078人　世帯数：8,062戸
（平成25年１月1日現在）

市の基本理念／
水清く　優しさわき出る温泉の町　垂水

姶良市
面積：231.32㎢　人口：75,891人　世帯数：34,131戸
（平成25年１月1日現在）

市の基本理念／
県央の良さを活かした県内一くらしやすいまちづくり

霧島市
面積：603.68㎢　人口：128,263人　世帯数：58,856戸
（平成25年１月1日現在）

市の基本理念／
世界にひらく　人と自然・歴史・文化がふれあう都市

鹿
児
島
市
長

垂
水
市
長

姶
良
市
長

霧
島
市
長
（
錦
江
湾
奥
会
議
会
長
）

昭
和
24
年
10
月
30
日
生
（
63
）

昭
和
42
年
３
月
17
日
生
（
45
）

昭
和
27
年
10
月
10
日
生
（
60
）

昭
和
22
年
７
月
25
日
生
（
65
）

平
方
㌔
㍍
は
県
本
土
面
積
の
約
23
％
を
占
め

ま
す
。

平
成
24
年
３
月
16
日
に
は
、
霧
島
屋
久
国

立
公
園
の
再
編
に
よ
り
、
霧
島
と
桜
島
に
錦

江
湾
奥
の
姶
良
カ
ル
デ
ラ
を
加
え
た
「
霧
島

錦
江
湾
国
立
公
園
」
と
「
屋
久
島
国
立
公
園
」

が
誕
生
し
、
ま
す
ま
す
注
目
を
浴
び
て
い
る

錦
江
湾
。
特
に
湾
奥
は
、
世
界
的
に
も
希
少

な
海
域
カ
ル
デ
ラ
の
一
つ
で
、
希
少
生
物
の

生
息
や
希
少
金
属
な
ど
の
貴
重
な
資
源
の
発

見
に
よ
り
、
学
術
的
・
資
源
的
に
も
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
魅
力
を
踏
ま
え
て
４
市
が
、
環

境
、
水
産
、
観
光
、
交
通
、
防
災
、
教
育
な

ど
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
・
事
業
に
つ

い
て
、
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
協
働

し
、
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

１
月
23
日
に
は
、
姶
良
市
文
化
会
館
で
第

４
回
錦
江
湾
奥
会
議
が
開
か
れ
、
４
市
の
市

長
ら
が
出
席
。
姶
良
市
の
観
光
施
設
や
史
跡

な
ど
を
視
察
し
た
あ
と
、
国
立
公
園
の
再
編

を
観
光
や
環
境
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

く
の
か
、
桜
島
噴
火
に
備
え
た
防
災
対
策
や

協
力
体
制
な
ど
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

「
湾
奥
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
誕
生
し
た
錦

江
湾
奥
会
議
。
各
市
が
過
疎
化
、
少
子
高
齢

化
、
財
政
難
…
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
中
で
、
こ
の
会
議
に
何
を
期
待
し
、
ど

の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
各
市
長
に
聞

き
ま
し
た
。

４
市
が
一
つ
に
つ
な
が
っ
て
、
錦
江
湾
奥
の
魅
力
を
世
界
へ
、

そ
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
財
産
を
次
世
代
へ

世
界
が
求
め
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
錦
江
湾
と
私
た
ち
の
ま
ち
に
は
あ
る
。

「
想
い
」を
形
に
す
る
た
め
の
視
点
が
大
事

錦
江
湾
は
わ
れ
わ
れ
の
誇
り
、

湾
奥
エ
リ
ア
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
後
世
へ
と
引
き
継
ぐ

希
少
な
価
値
が
あ
る
錦
江
湾
を
守
り
、
生
か
す
こ
と
は

今
に
生
き
る
私
た
ち
の
務
め
。
湾
奥
会
議
は
そ
の
カ
ギ
と
な
る

「錦江湾奥」をキーワードに４市の連携が深まる錦江湾奥会議
錦
江
湾
奥
の
４
市
が
、
行
政
区
域
を
超

え
、
広
域
連
携
を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

抱
え
る
課
題
解
決
や
目
的
達
成
を
目

指
す
た
め
に
発
足
し
た「
錦
江
湾
奥
会

議
」。た
く
さ
ん
の
魅
力
と
大
き
な
可

能
性
を
秘
め
た
湾
奥
に
、
今
、
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

K i r i s h i m a  c i t y Ta r u m i z u  c i t y A i r a  c i t y K a g o s h i m a  c i t y

湾奥４市合同企画

7  Kirishima City Public Relations, 2013.2, Japan 広報きりしま  6



市
内
７
地
区
で
特
色
の
あ
る
成
人
式
が
開
か
れ
、

１
８
１
１
人
が
輝
か
し
い
希
望
を
胸
に

大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

経営者を目指して福岡の大学で
学んでいます。福岡で実感する
のは霧島の自然の豊かさ。特に
水は全然違います。ふるさとか
ら学んだ自然を大切にする心を
忘れずに成長していきたいです。

霧
島
地
区

山
下  

大た
い

輝き

さ
ん

現在、鹿児島大学医学部で勉強
していますが、将来の夢は海外
の病院で働いて、多くの命を救
うことです。そのためにも、物
事を冷静に判断できる立派な大
人になれるように頑張ります。

福
山
地
区

大
島  

由
実
さ
ん

成人を迎えることができたのは
私を支えてくれた親や先生、地
域の方などのおかげ。将来はコ
ンピュータシステムを作る仕事
に就き、仕事を通して、社会の
役に立てる人間になりたいです。

牧
園
地
区

森
田  

美み
な
み海

さ
ん

ボランティアをきっかけに人の
役に立てる仕事に就きたいと思
い、大学で社会福祉士になるた
めの勉強をしています。親への
感謝の気持ちを忘れず、何事に
も一生懸命取り組みたいです。

溝
辺
地
区

濵
川  

み
な
美
さ
ん

これまで育ててくれた親や恩師
に感謝して、常識あるすてきな
大人になりたいです。夢はスポ
ーツ栄養士。今年、県立短期大
学から鹿児島大学に編入するの
で、新たな気持ちで頑張ります。

隼
人
地
区

島
元  

紗
希
さ
ん

陸上自衛隊国分駐屯地に勤務し
ています。自衛官として国民の
ために働き、機会があれば国際
貢献活動にも参加したいです。
夢はヘリコプターのパイロット。
夢の実現に向けて頑張ります。

国
分
地
区

原
口  

雄
樹
さ
ん

開業110周年の年に駅で成人を
迎えられて最高の記念です。今、
勤めている電気関係の仕事にや
りがいを感じています。これか
らも行動に責任を持ち、地域に
貢献できる大人になりたいです。

横
川
地
区

有
村  

英ひ
で

貴た
か

さ
ん

二
十
歳
の
誓
い

新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
す

霧
島
市
成
人
式

成
人
式
が
１
月
３
日
と
５
日

に
市
内
の
７
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
成
人
を
迎

え
た
の
は
平
成
４
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
霧
島
市
で
は
１
８

１
１
人
（
男
９
８
８
人
、
女
８
２

３
人
）
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。

式
典
は
、
ろ
う
そ
く
を
と
も
し
、

大
人
の
誓
い
を
す
る
霧
島
地
区
の

「
と
も
し
び
の
つ
ど
い
」、
牧
園
地 

区
の
自
主
制
作
ビ
デ
オ
の
上
映
、

福
山
地
区
の
黒
酢
で
乾
杯
な
ど
、

実
行
委
員
を
中
心
に
、
各
地
区
特

徴
の
あ
る
内
容
で
開
催
さ
れ
、
会

場
は
参
加
者
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

横
川
地
区
の
成
人
式
は
、
今
年

開
業
１
１
０
周
年
を
迎
え
る
大
隅

横
川
駅
で
開
催
。
歴
史
あ
る
木
造

駅
舎
に
見
守
ら
れ
、
新
成
人
は
輝

か
し
い
未
来
へ
思
い
を
は
せ
て
い

ま
し
た
。

各
会
場
の
対
象
者（
出
席
者
）は
、

国
分
地
区
８
７
２
人（
６
１
８
人
）、

溝
辺
地
区
１
２
２
人（
93
人
）、
横
川

地
区
53
人（
47
人
）、
牧
園
地
区
87

人（
58
人
）、霧
島
地
区
76
人（
55
人
）、

隼
人
地
区
５
２
０
人（
３
２
９
人
）、

福
山
地
区
81
人（
76
人
）で
し
た
。

⬆
１
月
13
日
、開
業
１
１
０
周
年
を
記
念
し

て
、
嘉
例
川
駅
と
大
隅
横
川
駅
間（
17
・
３

㌔
）
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
か
れ
約

１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

子どもたちに夢を届けようと霧
島市連合青年団が12月23、24
日、サンタクロースに扮

ふん

して申し
込みのあった家庭を回りました。

第32回全国中学生人権作文コン
テスト鹿児島県大会で霧島中学
校３年の みずきさんが最優秀
賞を獲得しました。

市消防局、消防団員らによる消防出初式が１月６日、国分シ
ビックセンター前のお祭り広場と市民会館でありました。

平成25年１月１日から９日まで
に５件の火災が発生。市民への防
火意識の啓発を図るために火災警
戒運動の出発式を行いました。

開業110周年を迎えた嘉例川駅を祝
おうと、高さ２㍍以上ある立派な門
松を地域の方が設置しました。

毎
年
、
紙
粘
土
な
ど
を
使
い
干
支
の
置
物
を

作
っ
て
い
る
横
川
町
の
渕
脇
久
子
さ
ん
が
、

今
年
も
見
事
な
作
品
を
作
成
し
ま
し
た
。

Kirishima Photo Frame
き り し ま ふ ぉ と ふ れ ー む

交通事故防止運動
の出発式が12月10
日、お祭り広場と山
形屋前の県道で開
催されました。

はなぶさ
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寒
空
の
中
、
ス
タ
ー
ト
の
合
図
が
鳴
り

響
く
と
同
時
に
子
ど
も
た
ち
は
、
寒
さ
を

忘
れ
て
元
気
に
海
岸
を
走
り
だ
し
ま
し
た
。

自
慢
の
た
こ
は
冬
の
青
空
に
舞
い
揚
が
り
、

中
に
は
約
２
０
０
㍍
も
飛
ん
だ
た
こ
も
あ

り
ま
し
た
。
保
護
者
や
地
域
の
方
も
集
ま

り
、
た
こ
揚
げ
の
こ
つ
を
教
え
る
な
ど
、

学
校
の
伝
統
行
事
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し

た
。最

後
に
、
最
優
秀
賞
の
「
小
浜
賞
」
や

一
番
高
く
飛
ん
だ
「
高
く
あ
が
っ
た
で

賞
」
な
ど
の
表
彰
が
あ
り
、
児
童
会
か
ら

賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

同
校
の
天
野
久
美
子
校
長
は
「
地
域
の

自
然
豊
か
な
風
景
を
忘
れ
ず
に
豊
か
な
心

と
愛
情
を
育
み
、
子
ど
も
た
ち
が
親
に
な

っ
た
と
き
に
、
た
こ
揚
げ
を
通
じ
て
ふ
る

さ
と
の
魅
力
を
伝
え
て
ほ
し
い
で
す
」
と

期
待
を
寄
せ
ま
す
。

大
空
に
舞
い
揚
が
る
た
こ
、
自
然
豊
か

な
小
浜
海
岸
。
子
ど
も
た
ち
は
来
年
も
た

こ
揚
げ
大
会
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
す
。

自
慢
の
た
こ
を
大
空
へ

郷
土
に
親
し
み
を
持
つ

たこ揚げに夢中な小浜小学校の児童

◎
小
浜
小
学
校　

３
年

本
田  

暖は
る
とく

ん

イベント名 （  ）内は主催団体です 日　　時　［対　象］ 場所/問い合わせ先
幼児と小学生のためのおはなしの部屋

（りんごの木） ３月 2日(土) 10：30 ～ 11：30

国分図書館
☎（64）0918赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや

（りんごの木） ３月 4日(月) 10：30 ～ 11：00

ほるとの森おはなし会 ２月23日(土)、３月９日(土)・23日(土) 14：00 ～ 14：30

おはなしの部屋
２月17日(日) 11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
３月 1日(金) 11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
３月 7日(木) 16：00 ～ 16：30［幼児］

隼人図書館
☎（43）7574

語りの部屋（語りの会あもり） ３月10日(日) 11：00 ～ 11：40

おはなし会（おはなしの会「さんぽ道」） ２月16日(土) 14：00 ～ 15：00 横川図書室
☎（72）1596

お話の時間（紙ふうせん） ２月18日(月) 15：30 ～ 16：30 霧島図書室
☎（57）0316

おはなし広場（ふくの子おはなし会） ２月23日(土) 10：00 ～ 11：30 福山図書室
☎（56）2026

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

新

紹

介

刊

※国分図書館のイベントは健康マイレージ対象事業です。

我
、涙
し
て
う
ず
く
ま
り
／
丸
山
健
二

欠
落
／
今
野 

敏

冬
の
旅
／
辻
原 

登

リ
カ
ー
シ
ブ
ル
／
米
澤
穂
信

笑
う
ハ
ー
レ
キ
ン
／
道
尾
秀
介

孤
独
な
放
火
魔
／
夏
樹
静
子

奥
の
奥
の
森
の
奥
に
、い
る
。
／
山
田
悠
介

お
も
か
げ
橋
／
葉
室 

麟

穢
れ
た
手
／
堂
場
瞬
一

溝
鼠 

最
終
章
／
新
堂
冬
樹

和
食
屋
の
和
弁
当
／
笠
原
将
弘

箱
の
お
り
が
み
／
布
施
知
子

あ
い
う
え
お
の
せ
き
が
え
／
宮
下
す
ず
か

ね
こ
の
た
か
ら
さ
が
し
／
さ
え
ぐ
さ
ひ
ろ
こ

お
ひ
な
さ
ま
の
い
え
／
吉
田
朋
子

も
ち
っ
こ
や
い
て
／
や
ぎ
ゅ
う
げ
ん
い
ち
ろ
う

たこ揚げ大会

ド
ー
ナ
ツ
が
ど
う
し
て
丸
い
の
か
っ

て
？
そ
れ
は
、
上
手
に
転
が
る
た
め
。

ド
ー
ナ
ツ
に
ど
う
し
て
穴
が
あ
い
て

る
か
っ
て
？
そ
れ
は
、
向
こ
う
が
よ

く
見
え
る
よ
う
に
。
ド
ー
ナ
ツ
た
ち

は
店
を
抜
け
出
し
て
、
街
へ
飛
ん
で

行
っ
た
！

山
田
詩
子
　
作

き
ょ
う
は
す
て
き
な

ド
ー
ナ
ツ
よ
う
び

畑
野
智
美
　
作

こ
の
街
で
な
ら
、
明
日
が
変
わ
る
。

１
年
あ
れ
ば
、
奇
跡
も
起
き
る
―
。

海
が
見
え
る
市
立
図
書
館
で
働
く
20
、

30
代
の
４
人
の
男
女
を
描
い
た
連
作
。

海
の
見
え
る
街

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
小
さ
な
お

か
ず
、
つ
わ
り
や
食
欲
不
振
が
楽
に

な
る
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、料
理
ビ
ギ
ナ
ー

の
パ
パ
で
も
作
れ
る
よ
う
に
工
夫
し

た「
産
育
食
」の
レ
シ
ピ
を
紹
介
。

み
ら
い
た
べ
る
　
作

パ
パ
が
つ
く
る
産
前
産
後
の

お
い
し
い
ご
は
ん

ル
パ
ン
の
祖
父
が
手
に
入
れ
た
本
を

め
ぐ
っ
て
の
イ
ギ
リ
ス
王
家
と
フ
ラ

ン
ス
の
争
奪
戦
が
、
国
際
的
な
陰
謀

へ
と
発
展
。
ル
ブ
ラ
ン
死
後
70
年
も

の
あ
い
だ
未
発
表
と
な
っ
て
い
た
作

品
を
翻
訳
。

ル
ブ
ラ
ン
　
作

ル
パ
ン
最
後
の
恋

新

紹

介

刊

お
正
月
の
風
物
詩
で
あ
る
「
た
こ
揚

げ
」。
海
岸
沿
い
に
あ
る
隼
人
町

の
小
浜
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
昔

な
が
ら
の
遊
び
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
浜
辺
に

親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
、
全
校
児
童

で「
た
こ
揚
げ
大
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

思
い
を
込
め
て
作
っ
た
た
こ

１
月
９
日
、
小
浜
海
水
浴
場
で
行
わ
れ

た
た
こ
揚
げ
大
会
に
は
、
23
人
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
冬
休
み

に
家
族
と
作
っ
た
た
こ
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
。

ビ
ニ
ー
ル
や
障
子
紙
で
作
っ
た
た
こ
に
は
、

今
年
の
干
支
で
あ
る
巳
を
描
い
た
り
、
カ

ラ
フ
ル
に
塗
っ
た
り
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ

デ
ア
が
た
っ
ぷ
り
。

当
日
の
朝
は
微
風
だ
っ
た
た
め
、
子
ど

も
た
ち
は
た
こ
が
揚
が
る
か
不
安
そ
う
な

表
情
で
し
た
が
、
開
始
間
近
に
な
る
と
風

が
吹
き
始
め
、
子
ど
も
た
ち
の
顔
が
輝
い

て
き
ま
し
た
。

京セラ労働組合国分支部から大型紙
芝居を５巻、寄贈していただきました。
ありがとうございました。
⃝�寄贈紙芝居＝『おうさまさぶちゃん』、
『こねこのしろちゃん』、『ごきげんの
わるいコックさん』、『なんにもせん
にん』、『もみもみおいしゃさん』

見開きに大
きなネコの

顔。トン

ちゃんは
ネコ、で始

まるこの

絵本は白
黒の絵に

赤い文字
。

“トンちゃ
んは足が

ひとつない

の”だけど
迫力満点

の絵とシ

ンプルな
文に何度

読んでも
魅
み

せられて、
そうそうネ

コってそ

うなの、と
口元がゆ

るんでしま

う。ネコ好
きでない方

も、ぜひ

ご一読を。

トンちゃ
んって

そういう
ネコ

作者名：MAYA MAXX

推薦者

武
たけ

居
すえ

百合子さん

（国分在住
）

大人だって

絵本大好き私
の
宝
本

お知
らせ

今回で３回目の「たこ揚げ大
会」。毎年とても楽しみにして
いる学校行事の一つです。た
こは、冬休みに家族と一緒に
作りました。破けないように
ビニールのたこに穴を開けた
り、アニメのキャラクターを
描いたり、いろいろな工夫を
しました。今日は風が強かっ
たので、遠くまでたこを揚げ
ることができました。しかも、
学校の中で一人しかもらうこ
とのできない「小浜賞」をもら
うことができて、本当にうれし
かったです。来年は、今日以
上に高く飛ぶたこを作りたい
です。
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水
餃
子
を
食
べ
る
と
、
終
戦
後
の

貧
し
く
苦
し
か
っ
た
こ
ろ
を
思

い
出
し
ま
す
」
と
、
し
み
じ
み
話
す
の
は

国
分
松
木
町
に
母
と
娘
の
３
人
で
暮
ら
す

服
部
満
恵
さ
ん
。
服
部
さ
ん
は
母
、
千
鶴

子
さ
ん
と
週
に
１
回
、
皮
か
ら
全
て
手
作

り
の
餃
子
を
作
り
ま
す
。

千
鶴
子
さ
ん
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
直

前
に
中
国
の
満
州
で
看
護
師
と
し
て
働
い

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
結
婚
し
、
そ
こ
で

満
恵
さ
ん
は
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
水
餃

子
は
そ
の
こ
ろ
満
州
で
覚
え
ま
し
た
。

「
中
国
の
一
般
的
な
餃
子
は
水
餃
子
。

作
り
方
は
誰
に
習
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、

中
国
の
人
の
作
り
方
を
見
て
い
つ
の
間
に

か
覚
え
ま
し
た
。
戦
争
が
激
し
さ
を
増
す

と
、
日
本
人
で
あ
る
私
た
ち
は
偏
見
の
目

で
見
ら
れ
、
満
恵
が
３
歳
に
な
っ
た
終
戦

後
に
家
族
で
日
本
に
引
き
上
げ
ま
し
た
」

と
千
鶴
子
さ
ん
は
戦
争
当
時
を
振
り
返
り

ま
す
。

家
族
で
熊
本
県
の
天
草
に
移
り
住
み
ま

し
た
が
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
食
糧
難
。

千
鶴
子
さ
ん
は
着
物
を
売
り
、
そ
れ
を
米

や
小
麦
な
ど
に
替
え
る
な
ど
毎
日
の
生
活

で
精
い
っ
ぱ
い
。
そ
れ
で
も
千
鶴
子
さ
ん

は
、
子
ど
も
の
健
康
を
第
一
に
考
え
て
い

ま
し
た
。

「
お
金
が
少
な
く
、
貧
し
い
生
活
を
送

る
中
で
も
母
は
、
お
い
し
く
栄
養
の
あ
る

も
の
を
食
べ
さ
せ
た
い
思
い
で
水
餃
子
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
肉
が
手
に
入
ら
な

か
っ
た
の
で
、
中
の
具
に
魚
の
す
り
身
を

入
れ
て
い
て
、
と
て
も
お
い
し
い
と
は
言

え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
時
は
わ
が
家
の

ご
馳
走
で
し
た
。
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
味
で
す
」
と
満
恵
さ
ん
は
感
慨
深

そ
う
に
話
し
ま
す
。

二
人
で
作
る
水
餃
子
は
、
単
な
る
思
い

出
の
味
だ
け
で
は
な
く
、
親
子
の
絆
を
深

め
て
く
れ
る
も
の
。
台
所
か
ら
聞
こ
え
て

く
る
二
人
の
楽
し
げ
な
会
話
が
そ
の
こ
と

を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
今
日
も
服
部
家

で
は
、
思
い
出
の
水
餃
子
が
並
ぶ
食
卓
を

二
人
の
笑
顔
が
優
し
く
包
み
ま
す
。

◎国分松木町

服部満恵さん（70）
母、山本千鶴子さん（93）

〈作り方〉	 ① �強力粉に熱湯（210cc）を加えながら、しゃもじや手で耳たぶくらいの軟らかさになるまでこ
ね、クッキングシートに包み20分間寝かせる。

� ② �打粉をした台の上で①を棒状にのばし、輪切りにして麺棒で円形に薄くのばす。
� ③ �豚のミンチにゆでた白菜や炒めた玉ねぎ、生ニンニク、生シイタケなど、みじん切りにして調

味料を入れて、よくかき混ぜる。
� ④ �②の皮に③の具をのせて包み、形を整える。
� ⑤ �熱湯で約５分間ゆで、餃子が浮いてきたら出来上がり。
� ⑥ �食べ方は、ポン酢で食べてもよし、鍋に入れてもよし。
※�皮の包み方ワンポイントアドバイス＝強力粉を使えば、もちもち感が出てくるので水なしで皮が包めます。

〈材料〉		強力粉（300g）、豚のミンチ（250g）、
白菜（１/４）、玉ねぎ（１個）、ニン
ニク（２個）、生シイタケ（２個）、調
味料『ごま油（大さじ１）、しょうゆ
（大さじ１）、塩こしょう（適量）、酒
（小さじ１）』

◎水餃子（約70個分）

笑顔をくれた水餃子

今
年
５
月
の
高
原
駅
開
業
１
０
０

周
年
を
盛
り
上
げ
、
吉き

っ

都と

線
の
利
用

促
進
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う

と
昨
年
11
月
９
日
に
高
原
駅
開
業
１

０
０
周
年
記
念
実
行
委
員
会
が
発
足

し
ま
し
た
。

実
行
委
員
は
、
商
工
会
や
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
青
年
団
協
議
会
、
駅

周
辺
で
活
動
さ
れ
て
い
る
各
種
団
体

の
メ
ン
バ
ー
15
人
で
構
成
。
実
行
委

員
長
に
高
原
町
観
光
協
会
事
務
局
長

福
留
宜よ

し

文ふ
み

さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

福
留
さ
ん
は
「
町
民
総
参
加
で
節
目

を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
５
月
11
日（
土
）

に
記
念
式
典
、
５
月
19
日（
日
）に
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お
り
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
着
々
と
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

高
原
町
ふ
る
さ
と
大
使
で
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
も
あ
る
大
野
勇

太
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
や
太
鼓
演
奏
、
ダ

ン
ス
の
披
露
の
ほ
か
、
宮
崎
牛
を

使
っ
た
焼
肉
フ
ェ
ス
タ
、
物
産
展
な

ど
も
行
い
、
盛
大
に
祝
う
予
定
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
現
在
、
高
原
駅
に
ち
な
ん
だ

写
真
や
思
い
出
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
募
集
中
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
＝
高
原
駅
開
業
１
０
０
周
年
記

念
実
行
委
員
会
事
務
局
☎
０
９
８

４（
42
）２
１
１
５

環 霧 情 報
目指せ !世界ジオパーク認定

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構成され、
県境を越えて連携し地域活性化を図ります。

環霧島探訪
かんきりしまたんぼう

鹿児島県

宮
崎
県

霧島市

曽於市

都城市

小林市えびの市

高原町

湧水町

霧島山

E
V

E
N

T
S

 
O

F
 

K
A

N
K

I
R

I
S

H
I

M
A

飯
いい の

野植木市
・�日時＝３月３日（日）
～ 17日（日）午前９
時～午後７時

・�場所＝曽於市末吉総
合体育館

・�内容＝文化勲章受章
者、日本芸術院会員
であった曽於市出身
の故・吉井淳二さん
の功績を称え開催さ
れる展覧会です。鹿
児島県や宮崎県、熊
本県在住者から洋画
作品を、曽於市内の
学生などから水彩画
を募り開催します。

◎ ＝曽於市社会教育課  ☎０９９（４８２）５９５８

第30回  吉井淳二記念展

・�日時＝３月２日（土）午前10時～午後５時、３日
（日）午前９時～午後５時

・�場所＝飯野町区商店街（飯野出張所付近）
・�内容＝春の風物詩として、えびの市内外で広く親
しまれている恒例の植木市。植木関係約20店舗
をはじめとして、地元、露店商合わせて約70店
舗の出店でにぎわいます。

◎ ＝えびの市商工会  ☎０９８４（３５）１５４４

えびの市曽於市

実行委員会のメンバーら

昭
和
49
年
頃
　
高
原
駅
付
近

思い出の味を募集しています。住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、あなたの心に残る、食べたらなぜか
元気になる味をエピソードとともにお寄せください。採用された方には後日連絡の上、取材させていただきます。
（宛先）〒899−4394  国分中央三丁目45番１号　秘書広報課「思い出の味」係

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

第29回記念展
吉井淳二賞（高校生部門）
「じいちゃんの仕事」
丸田夕加さん（霧島高校）

役割分担して作る服部さん親子

慣れた手つきで皮包み

祝！
高原駅開業
100周年
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「
馬
の
こ
と
を
…
、
頼
む
」

病
床
か
ら
苦
し
そ
う
な
表
情
で
、
で
も
は
っ
き
り
と

そ
う
口
に
し
た
栗
山
照て

る

喜き

さ
ん
（
享
年
79
）。
桜
散
る

去
年
の
春
の
終
わ
り
、
亡
く
な
る
前
日
の
こ
と
で
し
た
。

南
九
州
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
伝
統
行
事
「
初は

つ

午う
ま

祭さ
い

」。
毎
年
旧
暦
の
１
月
18
日
（
現
在
は
そ
れ
を
過
ぎ

た
次
の
日
曜
日
）
に
鹿
児
島
神
宮
で
開
催
さ
れ
る
こ
の

祭
り
は
、
約
４
６
０
年
前
か
ら
続
く
と
い
わ
れ
て
お

り
、
家
内
安
全
、
五
穀
豊
穣
、
畜
産
奨
励
、
厄
払
い
な

ど
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。
旗
や
花
飾
り
、
鈴
な
ど
で

着
飾
っ
た
「
鈴
か
け
馬
」
が
、
太
鼓
や
三
味
線
の
音
に

合
わ
せ
て
首
を
振
り
、
鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
軽
や
か

に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
ま
す
。
20
数
頭
の
鈴
か
け
馬
と
約

２
０
０
０
人
の
踊
り
連
が
一
体
と
な
り
、
踊
り
を
奉
納
。

神
宮
の
境
内
は
大
勢
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

栗
山
さ
ん
が
初
午
祭
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

今
か
ら
30
～
40
年
ほ
ど
前
。
初
午
祭
で
踊
る
馬
が
少
な

く
な
っ
た
時
期
が
あ
り
、
牧
場
で
農
耕
馬
を
育
て
て
い

た
栗
山
さ
ん
に
声
が
か
か
り
ま
し
た
。
間
も
な
く
し
て

“
栗
山
鈴
か
け
馬
お
ど
り
保
存
会
”
を
結
成
。
農
機
具

が
発
達
し
、
農
耕
馬
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
も
初
午
祭

の
た
め
の
馬
を
育
て
、
毎
年
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

「
保
存
会
を
ず
っ
と
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く

話
す
溝
口
寛ひ

ろ
しさ
ん
（
64
）
は
、
栗
山
さ
ん
か
ら
最
後
の

言
葉
を
受
け
取
っ
た
一
人
。
栗
山
さ
ん
と
一
緒
に
初
午

祭
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
28
年
、
今
で
は
そ
の
後

を
継
ぎ
、
保
存
会
の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

１
月
13
日
。
雨
の
中
、
栗
山
鈴
か
け
馬
お
ど
り
保
存

会
の
活
動
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
毎
年
１

月
に
な
る
と
毎
週
日
曜
日
に
４
～
５
時
間
、
馬
お
ど
り

の
練
習
や
飾
り
物
の
手
入
れ
を
し
ま
す
。

「
生
き
物
相
手
な
の
で
、
神
経
を
使
い
ま
す
。
当
日

は
す
ご
い
人
だ
か
り
な
の
で
、
馬
が
び
っ
く
り
し
て
暴

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
音
や
人
に
慣
れ
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
」
と
話
す
溝
口
さ
ん
。
棒
の
先
に
た
く
さ
ん
の

空
き
缶
を
く
く
り
付
け
た
、
通
称
“
ガ
ラ
ガ
ラ
”
で
馬

を
音
に
慣
れ
さ
せ
、
手
綱
を
引
き
、
ス
テ
ッ
プ
を
導
き

ま
す
。

「
い
く
ら
練
習
を
重
ね
て
も
当
日
、
馬
が
興
奮
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
初
午
祭
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
日

頃
か
ら
馬
に
愛
情
を
持
っ
て
接
し
、“
人
馬
一
体
”
と

な
る
こ
と
。
こ
れ
は
亡
く
な
っ
た
栗
山
会
長
が
い
つ
も

言
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
会
長
は
厳
し
く
て
頑
固
者
で

し
た
が
、
馬
に
対
す
る
情
熱
は
す
ご
か
っ
た
。
馬
が
中

心
の
人
だ
っ
た
。
亡
く
な
る
直
前
ま
で
馬
の
こ
と
ば
か

り
心
配
し
て
い
ま
し
た
か
ら
」

現
在
、
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
は
23
人
。
当
日
は
、
市

外
に
住
む
栗
山
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
も
駆
け
付
け
ま
す
。

「
栗
山
会
長
の
思
い
を
受
け
継
い
で
、
馬
を
愛
し
、

こ
の
伝
統
あ
る
初
午
祭
を
ず
っ
と
守
っ
て
い
き
た
い
。

残
さ
れ
た
私
た
ち
が
一
致
団
結
し
て
、
初
午
祭
を
成
功

さ
せ
、
自
分
た
ち
だ
け
で
も
大
丈
夫
、
し
っ
か
り
や
っ

て
い
る
か
ら
安
心
し
て
と
伝
え
た
い
で
す
ね
」
と
話
す

溝
口
さ
ん
は
、
優
し
い
目
で
遠
い
空
を
見
詰
め
ま
す
。

「
今
年
は
特
別
な
初
午
祭
に
な
る
」。
つ
ぶ
や
い
た
溝

口
さ
ん
の
言
葉
に
保
存
会
の
み
ん
な
が
う
な
ず
き
ま
し

た
。シ

ャ
ン
シ
ャ
ン
。
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
。

鈴
の
音
が
空
高
く
響
き
ま
す
よ
う
に
。
栗
山
さ
ん
に

届
き
ま
す
よ
う
に
。
３
月
3
日
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
初

午
祭
。
天
国
に
も
暖
か
い
春
が
訪
れ
る
よ
う
に
、
保
存

会
の
メ
ン
バ
ー
は
心
を
込
め
て
踊
り
ま
す
。

THE SCENE

霧島に生きる

❶鹿児島神宮で馬おどりを披露する様子　❷花飾りや鈴で着飾った「鈴かけ馬」　❸栗山牧場付近で毎
週日曜日に練習　❹栗山鈴かけ馬おどり保存会の皆さん　❺会場は大勢の見物客で埋め尽くされる　

❶

❷

❸❺

天国に届けたい鈴の音

溝
口 

寛
さ
ん
（
64
）

大
工
と
し
て
働
く
傍
ら
、
28

年
前
か
ら
栗
山
鈴
か
け
馬
お

ど
り
保
存
会
の
一
員
と
し
て

初
午
祭
な
ど
に
参
加
。
栗
山

さ
ん
の
右
腕
と
し
て
活
躍
。

現
在
、
保
存
会
会
長
を
務
め
、

８
頭
の
馬
を
初
午
祭
に
出
場

さ
せ
る
た
め
、
日
々
練
習
や

準
備
に
励
ん
で
い
る
。
隼
人

町
松
永
在
住
。⃝日時＝３月３日（日）午前９時30分～午後４時ごろ（出場馬数によって多少変わります）

⃝会場＝鹿児島神宮とその周辺
※�鹿児島神宮周辺の道路は交通規制により、混雑が予想されます。ご来場の際はなるべく公共交通機関を利用してください。
※�詳細については、自治会を通じて配布する交通規制図チラシや市ホームページ（霧島市総合観光案内）などをご覧ください。
◎�問＝観光課観光ＰＲグループ  ☎（64）0895

イベント案内

初午祭
hatsuumasai

❹
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※�相談件数は「児童福祉課および企画政策課の相談窓口」と
「女性のための無料相談」の合計
※�一時保護とは暴力を避けるために家を出たいと思っていて
も、加害者に知られずに身を寄せる場所がない場合に、被
害者が一時的に避難する手段。

シリーズ❷

女ひ
ひ ひ

男ひ
ひ が認め合い 支え合う 共に輝く

ま
ち

その一歩から始まります
男女の人権を侵害するあらゆる暴力の根絶を目指して
基本的な人権を侵害する暴力。思いやりのない態度や行動で生きづらさを感じているあなたは

DV被害者かもしれません。まずは相談してみませんか。

「
大
声
で
怒
鳴
ら
れ
る
（
精
神

的
暴
力
）」42
・
６
％
、「
外
出
を
制

限
さ
れ
る
（
社
会
的
暴
力
）」
14
％
、

「
嫌
が
っ
て
い
る
の
に
性
的
な
行

為
を
強
要
さ
れ
る
（
性
的
暴
力
）」

13・６
％
、「
生
活
費
を
渡
し
て
も
ら

え
な
い（
経
済
的
暴
力
）」７
・
８
％
、

「
医
師
の
治
療
が
必
要
と
な
ら
な

い
程
度
の
暴
行
を
受
け
る
（
身
体

的
暴
力
）」７
・
２
％
。
こ
れ
は
平

成
23
年
度
に
実
施
し
た
霧
島
市
市

民
意
識
調
査
に
よ
る
市
民
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
す
。

こ
れ
ら
は
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と

呼
ば
れ
る
暴
力
で
す
。

相
手
を
支
配
す
る
Ｄ
Ｖ

Ｄ
Ｖ
は
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
受

け
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。
社
会
的

地
位
や
経
済
力
な
ど
の
「
力
」
を

背
景
に
暴
力
で
相
手
を
支
配
し
よ

う
と
す
る
行
為
で
、
対
等
な
夫
婦

げ
ん
か
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
事
実

婚
や
離
婚
し
た
後
も
引
き
続
き
受

け
る
暴
力
も
含
み
ま
す
。

外
部
か
ら
の
発
見
が
難
し
い
家

庭
内
で
あ
る
た
め
潜
在
化
し
や
す

く
、
し
か
も
加
害
者
に
罪
の
意
識

が
薄
い
と
い
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

周
囲
も
気
付
か
な
い
う
ち
に
暴
力

は
激
し
く
な
り
、
被
害
が
深
刻
化

し
や
す
い
の
で
す
。

Ｄ
Ｖ
は
被
害
者
自
身
が
傷
つ
く

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
が
目
撃
し

た
場
合
、
心
に
傷
を
負
う
可
能
性

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
身
体
的
な
Ｄ
Ｖ
よ
り
も

精
神
的
な
Ｄ
Ｖ
が
主
流
に
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。
の
の
し
っ

た
り
、
ば
か
に
し
た
り
、
差
別
し

た
り
、
に
ら
ん
だ
り
、
無
視
し
た

り
な
ど
、
人
間
性
を
否
定
す
る
よ

う
な
言
葉
や
態
度
、
行
動
で
傷
つ

け
る
こ
と
を
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
（
モ
ラ
ハ
ラ
）
と
呼
び
ま
す
。

年
代
別
で
は
、
若
い
カ
ッ
プ
ル

間
で
起
こ
る
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
が
あ
り

ま
す
。
女
性
は
男
性
に
合
わ
せ
よ

う
と
し
、
男
性
は
女
性
を
支
配
し

よ
う
と
し
ま
す
。
対
等
な
関
係
で

な
い
の
で
無
理
を
し
て
い
る
の
で

す
が
、
相
手
を
失
う
こ
と
を
恐
れ

て
我
慢
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
結
婚
す
る
と
、
Ｄ
Ｖ
に
発

展
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

40
歳
代
～
50
歳
代
の
中
年
層
で

多
い
問
題
は
性
の
す
れ
違
い
で
す
。

一
般
的
に
女
性
の
方
が
男
性
よ
り

も
性
的
な
欲
求
が
な
く
、
女
性
は

不
機
嫌
に
な
る
夫
に
対
し
て
「
性

交
渉
に
応
じ
な
い
自
分
が
悪
い
の

だ
ろ
う
か
」
と
悩
み
ま
す
。

高
齢
に
な
る
と
若
い
時
と
同
じ

よ
う
に
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
家
事
な
ど
が
以
前
の
よ

う
に
で
き
な
い
と
、
夫
は
何
も
し

な
い
自
分
の
こ
と
を
棚
に
上
げ
、

「
ち
ゃ
ん
と
し
ろ
」と
怒
鳴
る
だ
け
。

妻
は
疲
れ
果
て
ま
す
。

相
手
を
思
い
や
れ
な
い
態
度
や

行
動
は
、
相
手
に
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
た
ら

市
が
女
性
相
談
を
依
頼
し
て
い

る
臨
床
心
理
士
で
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

研
究
会
・
コ
ラ
ソ
ン
代
表
の
千
石

久
美
子
さ
ん
は
「
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
た
ら
、
我
慢
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
。『
自
分
が
望
ん
で
い
る

こ
と
は
何
か
。
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
我
慢
か
。
し
な
く
て
も
よ
い

我
慢
か
。
こ
の
ま
ま
で
自
分
は
い

い
の
だ
ろ
う
か
』
と
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
、
誰
か
に
相
談
す
る
こ
と

も
必
要
で
す
。
そ
の
時
に
気
を
付

け
て
ほ
し
い
こ
と
は
、『
ど
こ
の

家
庭
も
一
緒
よ
』『
あ
な
た
も
悪

い
ん
じ
ゃ
な
い
の
』
と
自
分
の
考

え
を
押
し
付
け
る
相
手
に
は
相
談

し
な
い
こ
と
。『
や
っ
ぱ
り
私
が

悪
い
ん
だ
』
と
思
い
二
次
被
害
を

受
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
時
は
相
談
相
手
を
変
え
る
こ

と
も
大
切
」
と
言
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
ほ
と
ん
ど
は
女

性
で
す
が
、
男
性
に
も
被
害
を
受

け
て
い
る
人
は
い
ま
す
。
男
女
問

わ
ず
Ｄ
Ｖ
を
減
ら
す
た
め
に
は
人

権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
基
本
な
の

で
す
。

市
は
平
成
21
年
度
に
県
内
の
市

町
村
で
は
初
と
な
る
「
霧
島
市
配

偶
者
等
か
ら
の
暴
力
防
止
及
び
被

害
者
支
援
に
関
す
る
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
で

は
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
保
護
・
自
立

支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
ず

は
市
や
県
な
ど
の
相
談
窓
口
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

加
害
者
は
あ
な
た
を
傷
つ
け
て

い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
せ
ん
。
あ

な
た
は
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
は

い
ま
せ
ん
か
。
パ
ー
ト
ナ
ー
と
対

等
な
関
係
を
築
け
て
い
ま
す
か
。

市の女性無料相談を
受け持つメンタルケア
研究会
コラソン代表
千石久美子さん

あなたは、
次のようなことはありませんか？
■□ �同じ事をしても（あるいは、しなかったりして
も）、怒鳴られる日があったかと思うと、怒鳴
られない日もある。（夫の機嫌次第）

■□ �夫の機嫌を損ねてしまい、怖い思いをしたこ
とがあるので、二度と怖い思いをしないよう
に、夫の機嫌を気にしている。あるいは、夫
の機嫌が悪くなるようなことは、しないよう
にしている。

■□ �夫は、家計のことを考えずに、自分の理屈を
押しつけて、好きなだけ小遣いを持ち出すの
に、自分（妻）には自由に使える小遣いが無い。

■□�「誰が稼いだ金だ」とか「誰に食わせてもらっ
ているんだ」とか言われることがある。

■□ �セックスを拒むと、「俺の要求に応えるのは
おまえの仕事（役割）だ」とか、「俺のことが好
きだったらできるはずだ」とか言われるので、
どんなに体調が悪くても拒むことができない。

■□ �どんなに嫌がっても、アダルトビデオを見せ
られたり、同じ行為を無理強いされることが
ある。

■□ �夫が帰宅したときに自分（妻）がいないと、夫
の機嫌が悪くなるので、外出すると帰りの時
間が気になる。あるいは、時間が無くなると
出かけられない。

■□ �自分が外出する際、「誰に会うのか？」とか、「ど
こに行くのか？」とか、「何のために出かける
のか？」とか、必ずチェックが入る。

■□ �子どもに何かあったりすると、「おまえがダ
メな母親だからこんなことになるんだ」と
か、「母親だったらちゃんとしろ」などと言って、
子どもに暴力をふるうので、自分のせい（責
任）だと思ってしまう。

■□ �自分が夫の言いなりにならないと、子どもに
八つ当たりをするので、子どもを守るために
は夫の言うことをきくしかなくなる。

以上のようなことは、あなたの人権を無視し
た言動です。もし、思い当たることがあれば、
ＤＶかもしれません。

メンタルケア研究会・コラソン

名　　　称 電話番号 相 談 日 相談時間

鹿児島県女性相談センター
（配偶者暴力相談支援センター） 099（222）1467

月～水・金 8：30～ 17：00
木 8：30～ 20：00
日 9：00～ 15：00

鹿児島県男女共同参画センター
（配偶者暴力相談支援センター）

099（221）6630
099（221）6631

水～日 9：00～ 17：00
火（休館日の翌日） 9：00～ 20：00

姶良・伊佐地域振興局保健福祉環境部
（配偶者暴力相談支援センター） （44）7965 月～金 8：30～ 17：00

霧島警察署 （47）2110 月～金 8：30～ 17：15

霧島市男女共同参画推進グループ （45）5111
内線1541 月～金 8：15～ 17：00

霧島市子育て支援推進室 （64）0881 月～金 8：15～ 17：00

期日 ２月９日（土）
３月９日（土）

２月26日（火）
３月26日（火）

時間 12：30 ～ 17：00 13：30 ～ 16：30

場所 霧島市働く婦人の家
（国分中央三丁目43-10）

隼人庁舎
（隼人町内山田一丁目11-11）

相談
方法

〈面接相談〉
要予約

☎099（254）2651
メンタルケア研究会・

コラソン

〈面接相談〉
〈電話相談〉
予約不要

電話相談の場合
☎（45）5111

対象 市内在住または市内事業所へ勤務する女性

DV相談窓口

霧島市のDV相談件数および一時保護件数

女性のための無料相談
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60

50

40

30

20

10

0

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0
20年度 21年度 22年度 23年度（平成）

相談件数 保護件数

ドメスティ
ック・

バイオレン
ス

チェックシ
ート

（
保
護
件
数
）

（
相
談
件
数
）
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�
判じ

ょ
う官
・
主さ

典か
ん

の
四し

等と
う

官か
ん

（
律
令
制
で
各
官
司

の
中
核
職
員
を
４
等
級
で
構
成
し
た
も
の
）

が
お
か
れ
、
そ
の
下
に
は
多
く
の
下
級
官
人

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
国
の
下
に
は
郡
が
あ
り
、
各
郡
の

中
心
地
に
は
郡ぐ

ん

衙が

が
置
か
れ
ま
し
た
。
郡

司
は
国
司
と
同
様
に
四
等
官
で
構
成
さ
れ

（
大か

み領
・
少す

け領
・
主じ

ょ
う政
・
主さ

か
ん帳
）、
現
地
の
地

方
豪
族
が
任
じ
ら
れ
ま
し
た
。
郡
司
の
役
割

は
、
主
に
各
地
を
回
り
、
※
２

租
の
徴
用
や
人

口
調
査
な
ど
を
行
う
こ
と
で
し
た
。
官
制
の

上
で
の
地
位
は
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
現
実

と
し
て
地
域
の
統
治
は
、
郡
司
（
豪
族
）
た

ち
に
よ
る
伝
統
的
支
配
権
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
郡
の
下
に
は
、
五
十
戸
（
郷
戸
）

ご
と
に
里
（
郷
）
が
置
か
れ
、
そ
の
長
と
し

て
里
長
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

大
隅
国
の
建
国
は
、
奈
良
朝
廷
が
律
令
制

度
の
確
立
と
支
配
力
を
よ
り
強
め
る
た
め
、

官
僚
組
織
を
地
方
の
末
端
ま
で
配
備
さ
せ
ま

し
た
。
こ
の
統
治
機
構
に
よ
っ
て
、
人
民
一

人
一
人
を
戸
籍
に
登
録
さ
せ
る
な
ど
し
て
、

律
令
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

（
文
責
＝
鈴
）

大
隅
国
の
建
国
に
つ
い
て
は
、
先
月
号
で

述
べ
ま
し
た
が
、
今
回
は
政
治
の
中
心
的
役

割
を
果
た
し
た
「
国
府
」
と
「
統
治
の
構
図
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
　
律
令
国
「
大
隅
国
」
の
姿

大
隅
国
の
建
国
と
そ
の
範
囲
は
、『
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』
の
元
明
天
皇
・
和わ

銅ど
う

六
（
七
一
三
）

年
四
月
三
日
の
記
事
に
「
日

ひ
ゅ
う
が
の向
国く

に

の
肝き

も
つ
き坏
・

囎そ唹
・
大お

お
す
み隅
・
姶

の
四
郡
を
割さ

き
て
、
始

め
て
大
隅
国
を
置
く
」
と
あ
り
、
そ
れ
ま
で

日
向
国
に
属
し
て
い
た
四
つ
の
郡
で
大
隅
国

や
里り

長ち
ょ
うを
使
い
、
中
央
の
命
令
ど
お
り
国
を

治
め
る
、
い
わ
ゆ
る
中
央
集
権
国
家
が
確
立

し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
国
の
役
所
が
置
か
れ
た
地
域
を
国
府

と
い
い
、
役
所
を
国こ

く
が衙
と
い
い
ま
す
。

大
隅
国
府
が
あ
っ
た
場
所
に
つ
い
て
は
、

国
分
府
中
説
や
隼
人
真
孝
説
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、「
大
隅
国
府
は
ど
こ
か
」
に
つ
い
て
は
、

次
回
お
話
し
し
ま
す
。

ま
た
、
国
府
付
近
に
は
国
衙
（
国
庁
）
の

ほ
か
に
も
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
・
総そ

う
じ
ゃ社
（
国

内
の
神
社
の
祭
神
を
集
め
て
祀ま

つ

っ
た
神
社
）

が
置
か
れ
、
国
府
は
各
国
に
お
け
る
政
治
的

中
心
都
市
で
あ
る
と
と
も
に
、
司
法
・
軍
事
・

宗
教
の
中
心
部
で
も
あ
り
ま
し
た
。

三
　
大
隅
国
統
治
の
構
図

大
隅
国
は
、国
の
大
き
さ
で
は
「
※
１

中
国
」

に
位
置
し
、
官
職
で
は
、
長か

み官
・
次す

け官
・

が
造
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の

後
、
平
安
時
代
中
期
の
承

じ
ょ
う

平へ
い

五
（
九
三
五
）

年
ご
ろ
に
編
さ
ん
さ
れ
た
『
倭わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ

抄し
ょ
う』

（
略
し
て
『
倭わ

名み
ょ
う

抄し
ょ
う』）
の
中
で
、
大
隅
国
に

は
八
郡
三
十
七
郷
が
あ
る
と
書
か
れ
て
お
り
、

そ
の
郡
名
は
、
菱ひ

し
か
り刈
・
桑く

わ
は
ら原
・
囎そ

お唹
・
大
隅
・

姶あ
い

羅ら

・
肝き

も
つ
き属
・
駱ご

む謨
・
熊く

ま

毛げ

と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
大
隅
国
が
、
時
代
と
と
も
に
支
配
す

る
範
囲
を
広
げ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

二
　
大
隅
国
府
の
機
構

で
は
、
大
隅
国
の
行
政
機
構
は
ど
の
よ
う

な
組
織
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
宝
元
（
七
〇
一
）
年
に
わ
が
国
に
お
い

て
初
め
て
「
大た

い
ほ
う宝
律り

つ
り
ょ
う
令
」
が
制
定
さ
れ
、
行

政
や
罰
則
の
し
く
み
も
整
っ
て
き
ま
し
た
。

地
方
の
組
織
も
国
・
郡
・
里
（
郷
）
に
分

け
て
、
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
国こ

く

司し

が
郡ぐ

ん

司じ

□
お
し
っ
こ
が
泡
立
っ
て
い
る
。

□
夜
間
に
何
度
も
ト
イ
レ
に
行
く
。

□
顔
色
が
悪
い
と
言
わ
れ
る
。

□
息
切
れ
、
疲
れ
や
す
く
疲
れ
が
抜
け
な
い
。

□
靴
や
指
輪
が
き
つ
い
。
む
く
み
を
感
じ
る
。

腎
不
全
と
は

腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
正
常
に
働
か
な

く
な
っ
た
状
態
で
す
。
軽
度
な
ら
適
切
な
治

療
で
進
行
を
予
防
で
き
ま
す
が
、
放
置
し
悪

化
す
る
と
体
の
恒こ

う

常じ
ょ
う

性せ
い

が
保
た
れ
な
く
な
り

腎
臓
の
障
害
が
現
れ
ま
す
。
末
期
の
腎
不
全

は
老
廃
物
や
水
分
、
体
内
の
電
解
質
（
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
）
が
排

出
さ
れ
ず
尿
毒
症
と
な
り
、
人
工
透
析
や
腎

臓
移
植
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
で
は
人
工
透
析
が
多
く
行
わ
れ
、
平

成
22
年
に
新
し
く
透
析
を
導
入
さ
れ
た
37
万

５
３
２
人
の
う
ち
糖
尿
病
性
腎
症
の
割
合
は

43
・
５
％
（
16
万
２
７
１
人
）
で
す
。

腎
臓
の
機
能
障
害
は
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
、
心
不
全
な
ど
合
併
症
の
危
険
性
を
高
め

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
健
康
診
査
な

ど
で
尿
タ
ン
パ
ク
な
ど
が
続
く
と
き
は
、
か

か
り
つ
け
医
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※�

平
成
23
年
透
析
患
者
（
国
：
約
30
万
人
：

約
４
２
０
人
に
１
人
）（
県
：
５
１
８
９
人
：

３
２
７
人
に
１
人
）（
市
：
約
１
２
０
人
：

１
０
６
７
人
に
１
人
）

◎�

問
＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１

１
７
８

気
付
き
に
く
い
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

市
で
は
、生
活
習�

慣
病【
が
ん
、循
環

器
疾
患
、
糖
尿
病
、�

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
】

の
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
内
臓
脂
肪

が
た
ま
る
こ
と
で
高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質

異
常
を
招
く
こ
と
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
い
い
ま
す
。
放
置
す
る
と
心
臓
病

や
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど
に
な
り
ま
す
。

こ
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
症

状
（
高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
）
や
喫

煙
習
慣
は
、
腎
臓
の
機
能
を
低
下
さ
せ
や
す

い
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

国
は
年
々
増
え
る
人
工
透
析
患
者
の
状
況

に
、
本
人
が
気
付
か
な
い
う
ち
に
慢
性
腎
臓

病
に
な
っ
て
い
る
人
が
多
数
存
在
し
、
生
命

や
生
活
の
質
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
疾
患

だ
と
指
摘
を
し
て
い
ま
す
。

腎
臓
と
は

腰
の
あ
た
り
に
２
個
あ
る
握
り
こ
ぶ
し
大

の
臓
器
で
す
。
１
つ
の
腎
臓
の
中
に
は
糸し

球き
ゅ
う

体た
い

と
い
う
毛
細
血
管
の
塊

か
た
ま
りが
１
０
０
万
個
存

在
し
、
血
液
を
ろ
過
し
て
、
老
廃
物
（
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
な
ど
）
や
水
分
を
尿
と
し
て
体
外

に
出
し
ま
す
。

健
康
な
腎
臓
は
、
タ
ン
パ
ク
質
や
赤
血
球

は
漏
れ
出
し
ま
せ
ん
。
血
圧
が
高
い
時
や
低

い
時
に
は
、
塩
分
や
水
分
の
排
出
量
の
調
節

を
す
る
な
ど
体
の
機
能
を
維
持
す
る
の
に
欠

か
せ
な
い
臓
器
で
す
。

慢
性
腎
臓
病
は

尿
検
査
（
尿
タ
ン
パ
ク
、
尿
潜
血
反
応
、

尿
沈
査
）
と
血
液
検
査
（
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
、
血
中
尿
素
窒
素
な
ど
）
が
重
要
で
す
。

病
院
で
は
血
中
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
量
の
値
や

年
齢
、
性
別
で
推
算
糸
球
体
ろ
過
量
（
早
見

表
：
表
１
）
な
ど
を
利
用
し
て
腎
機
能
の
重

症
度
を
判
断
し
ま
す
。（
数
字
が
60
未
満
の

場
合
に
は
慢
性
腎
臓
病
の
可
能
性
が
あ
る
）

【
症
状
が
一
つ
で
も
あ
っ
た
ら
病
院
へ
】

□
尿
検
査
の
項
目
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
。

□
お
し
っ
こ
の
色
が
変
だ
と
感
じ
る
。

すこやか保健センター

入口  芳子

あ
な
た
の
腎
臓
は
大
丈
夫
で
す
か

腎　臓

やさしい健康講座
H E A L T H Y  L E C T U R E

あ
い  

ら

建国時の大隅国の位置

クレアチニン値
㎎ /㎗ 45 50 55 60 65

0.60 113.8 110.4 107.4 104.8 102.4
0.70 96.1 93.3 90.7 88.5 86.5
0.80 83.1 80.6 78.4 76.5 74.7
0.90 73.0 70.8 68.9 67.2 65.7
1.00 65.1 63.1 61.4 59.9 58.5
1.10 58.6 56.9 55.3 54.0 52.7
1.20 53.3 51.7 50.3 49.1 48.0 
1.30 48.8 47.4 46.1 45.0 43.9
1.40 45.0 43.7 42.5 41.5 40.5
1.50 41.8 40.5 39.4 38.4 37.6
1.60 38.9 37.7 36.7 35.8 35.0 

（表１）腎機能＝推算糸球体ろ過量（eGFR）早見表【男性】

例えば、50歳男性のクレアチニン値が1.30の場合、推算糸球体ろ過
量が47.4となります。この、推算糸球体ろ過量は、値が小さくなる
につれて重症な状態です。

年齢

低

高

腎臓の位置

腎
臓

「
大

お

お

隅
す

み

の

国く

に

」
建
国
と

そ
の
構
図

シ
リ
ー
ズ
大
隅
国
を
知
る  

❷

※
１�

国
力
に
よ
り
諸
国
を
四
等
級
に
分
け
た
も

の
。
大
国
・
上
国
・
中
国
・
下
国
の
順
。

※
２�

律
令
制
の
税
の
一
種
。
穀
物
な
ど
を
納
め
、

主
に
地
方
国
家
の
財
源
と
な
っ
た
。
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i
n

f
o

r
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a
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o

n
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業

R ecruitment ◎募集

地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
姶
良
・
伊
佐

大
切
な
子
ど
も
や
家
族
の
命
を

守
る
た
め
に
、
姶
良
・
伊
佐
地
域

の
救
急
医
療
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。（
入
場
無
料
）

⃝
 

日
時
＝
２
月
17
日（
日
）午
後
２

時
30
分
～
４
時
30
分

⃝
 

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

⃝
 

内
容

◦ 

講
演
／
講
師
＝
「
姶
良
・
伊
佐

地
域
の
救
急
医
療
を
考
え
る
」

／
有
村
敏
明
さ
ん
（
鹿
児
島
市

医
師
会
病
院
副
院
長
）

英
語
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

ア
メ
リ
カ
の
国
際
交
流
員
と

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
英
語
で
話
し
な
が
ら
、
楽
し

く
異
文
化
の
交
流
を
し
ま
す
。
希

望
の
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
 

日
時
＝
２
月
27
日（
水
）午
後
２

時
～
３
時

⃝
 

場
所
＝
国
分
公
民
館
２
階
調
理

講
義
室

⃝
 

定
員
＝
15
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

⃝
 

参
加
費
＝
無
料

⃝
 

申
込
期
限
＝
２
月
20
日（
水
）

◦ 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
＝

「
地
域
で
支
え
る
救
急
医
療
」

（
地
元
の
医
療
、
消
防
関
係
者
、

住
民
代
表
な
ど
）

◎ 

問
・
＝
県
庁
地
域
医
療
整
備
課

☎
０
９
９（
２
８
６
）２
６
５
３

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

平
成
　
年
度
訓
練
生
募
集

■ 

室
内
造
形
科
・
建
築
工
学
科（
２

年
過
程
）

⃝
 

願
書
締
切
＝
２
月
15
日（
金
）

⃝
�

試
験
日
＝
２
月
25
日（
月
）

■
建
築
科
（
１
年
過
程
）

⃝
 

願
書
締
切
＝
２
月
25
日（
月
）

◎ 

問
・

＝
企
画
政
策
課
国
際
交

流
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

美
人
度
ア
ッ
プ
　
楽
々

モ
デ
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

美
し
い
姿
勢
と
ボ
デ
ィ
ー
ラ
イ

ン
の
た
め
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
、

中
国
の
国
際
交
流
員
と
一
緒
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

き
れ
い
に
歩
き
た
い
方
、
き
れ

い
に
な
り
た
い
女
性
な
ら
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

⃝
 

日
時
＝
２
月
28
日（
木
）午
後
６

時
30
分
～
８
時

⃝
 

試
験
日
＝
３
月
５
日（
火
）

※ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、
雇
用
保
険
、

職
業
訓
練
受
講
給
金
が
支
給
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎ 

問
・

＝
県
立
宮
之
城
高
等
技

術
専
門
校
☎
０
９
９
６（
53
）０

２
０
７

河
川
工
事
で
発
生
す
る

土
の
無
償
受
け
入
れ

候
補
地
を
公
募
し
ま
す

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
が
行

う
河
川
工
事
の
建
設
発
生
土
を
受

け
入
れ
る
候
補
地
を
公
募
し
ま
す
。

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
４
階
音
楽

室

⃝
 

定
員
＝
15
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

⃝
 

申
込
期
限
＝
２
月
21
日（
木
）

◎ 
問
・

＝
企
画
政
策
課
国
際
交

流
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

国
際
親
善
ナ
ン
コ
大
会

霧
島
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

市
内
在
住
の
外
国
の
方
々
と
交
流

を
深
め
る
た
め
、
国
際
親
善
ナ
ン

コ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希

望
の
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
 

日
時
＝
２
月
16
日（
土
）午
後
６

土
は
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

⃝
 

工
事
予
定
箇
所
＝
天
降
川
（
隼

人
町
東
郷
／
天
降
川
公
園
付

近
）、
手
籠
川
（
国
分
府
中
／

天
降
川
合
流
点
お
よ
び
奈
良
田

橋
）、
郡
田
川（
国
分
清
水
／
手

籠
川
合
流
点
お
よ
び
郡
田
橋
）

⃝
 

公
募
対
象
＝
法
人
・
個
人
を
問

わ
な
い
。

⃝
 

公
募
期
限
＝
２
月
22
日（
金
）

⃝
 

搬
入
期
間
＝
概
ね
４
月
～
５
月

⃝
 

申
込
方
法
＝
姶
良
・
伊
佐
地
域

振
興
局
か
霧
島
市
役
所
土
木
課

に
あ
る
申
込
書
を
提
出
。

⃝
 

受
け
入
れ
条
件

時
～
８
時
30
分

⃝
 

場
所
＝
ホ
テ
ル
洗
心
閣
（
隼
人

町
内
１
４
８
７
）

⃝
 

定
員
＝
10
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

⃝
 

参
加
費
＝
３
０
０
０
円
（
食
事

代
込
み
）

⃝
 

申
込
期
限
＝
２
月
12
日（
火
）

◎ 

問
・

＝
霧
島
市
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
企
画
政
策
課
国
際

交
流
グ
ル
ー
プ
内
）
☎（
64
）０

９
１
４

サ
ン・あ
も
り
自
主
講
座

■
た
の
し
い
テ
ニ
ス（
初
級
者
向
け
）

◦ 

土
量
は
１
０
０
０
立
方
㍍
以
上

で
あ
る
こ
と
。

◦ 

法
律
、
関
係
条
例
上
、
埋
め
立

て
（
盛
土
）
な
ど
を
行
う
こ
と

が
可
能
な
土
地
で
、
関
係
手
続

き
（
農
地
法
、
林
地
法
な
ど
の

許
可
の
取
得
）
が
申
し
込
み
時

に
完
了
し
て
い
る
こ
と
。

◦ 

10
㌧
ダ
ン
プ
で
搬
入
で
き
、
工

事
箇
所
か
ら
概
ね
20
㌔
以
内
の

場
所
で
あ
る
こ
と
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎ 

問
・

＝
姶
良
・
伊
佐
地
域
振

興
局
河
川
港
湾
課
☎（
63
）８
３

６
７

⃝
 

日
時
＝
３
月
～
５
月
（
毎
週
火

曜
、
全
10
回
）
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分
※
開
講
日
は
３
月

５
日

⃝
 

場
所
＝
サ
ン
・
あ
も
り
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

⃝
 

定
員
＝
15
人
（
成
人
男
女
／
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

⃝
 

準
備
す
る
も
の
＝
テ
ニ
ス
ラ

ケ
ッ
ト
、テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ（
運

動
靴
可
）

⃝
 

受
講
料
＝
３
５
０
０
円

⃝
 

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
。

◎ 

問
・
＝
サ
ン
・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

平
成
25
年
度
か
ら

都
市
計
画
税
の
課
税
対
象

区
域
が
変
更
に
な
り
ま
す

市
で
は
、
合
併
後
、
都
市
計
画

事
業
ま
た
は
土
地
区
画
整
理
事
業

の
費
用
に
充
て
る
都
市
計
画
税

（
目
的
税
）
を
、
合
併
前
に
引
き

続
き
、
国
分
・
隼
人
地
区
の
都
市

計
画
区
域
内
の
土
地
・
家
屋
に
課

税
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
12
月
議
会
に
お
い
て
可
決

さ
れ
た
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

改
正
お
よ
び
都
市
計
画
税
の
特
例

措
置
に
関
す
る
条
例
制
定
に
基
づ

き
、
平
成
25
年
度
の
課
税
か
ら
、

都
市
計
画
税
の
課
税
対
象
区
域
を

霧
島
市
内
の
都
市
計
画
区
域
内
の

「
用
途
地
域
※
１
」
と
用
途
地
域

に
準
ず
る
「
建
築
物
形
態
規
制
地

域
※
２
」
に
限
定
し
、
そ
の
区
域

内
の
土
地
と
家
屋
に
課
税
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
見
直

し
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
以
降
も

引
き
続
き
都
市
計
画
税
が
課
税
さ

れ
る
固
定
資
産
の
ほ
か
に
、
新
た

に
課
税
さ
れ
る
資
産
、
課
税
さ
れ

な
く
な
る
資
産
が
発
生
し
ま
す
。

①
新
た
に
課
税
さ
れ
る
資
産

国
分
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
非

課
税
で
あ
っ
た
『
用
途
地
域
内
の

農
地
な
ど
』
に
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

溝
辺
地
区
で
は
、
現
在
、
指
定

さ
れ
て
い
る
用
途
地
域
が
課
税
対

象
区
域
と
な
り
ま
す
が
、
新
た
な

都
市
計
画
事
業
ま
た
は
土
地
区
画

整
理
事
業
の
計
画
が
策
定
さ
れ
る

ま
で
の
間
は
、
特
例
措
置
に
よ
り

『
麓
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
の

施
行
区
域
内
の
土
地
と
家
屋
』
に

限
定
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

②
課
税
さ
れ
な
く
な
る
資
産

国
分
・
隼
人
地
区
の
都
市
計
画

区
域
内
で
、
平
成
24
年
度
ま
で
都

市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
て
い
た
資

産
で
も
『
用
途
地
域
お
よ
び
建
築

物
形
態
規
制
地
域
以
外
の
区
域
内

の
土
地
と
家
屋
』
は
都
市
計
画
税

が
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

①
、
②
に
該
当
す
る
土
地
と
家

屋
の
所
有
者
な
ど
に
は
、
別
途
、

説
明
文
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
税
の
税
率
は
、
課
税

標
準
額
の
０
・
２
％
で
、
こ
れ
ま

で
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

１
＝
「
用
途
地
域
」
と
は
、
都

市
計
画
法
の
地
域
地
区
の
一
つ

で
、
住
居
、
商
業
、
工
業
な
ど

市
街
地
の
大
枠
と
し
て
の
土
地

利
用
を
定
め
る
も
の
で
、
第
１

種
住
居
地
域
な
ど
12
種
類
が
あ

り
ま
す
。

※ 
２
＝「
建
築
物
形
態
規
制
地
域
」

と
は
、
用
途
地
域
指
定
の
な
い

区
域
で
、
特
定
の
容
積
率
、
建

ぺ
い
率
な
ど
が
適
用
さ
れ
た
国

分
駅
・
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
周
辺
、
舞
鶴
中
学
校
周
辺

な
ど
の
区
域
で
す
。

※ 

用
途
地
域
、
建
築
物
形
態
規
制

地
域
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

税
務
課
で
確
認
で
き
ま
す
。

◎ 

問
＝
税
務
課
固
定
資
産
税
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
８
８
５

I nformation ◎お知らせT ax ◎税務情報

　　　　　社団法人 霧島市観光協会
〒899-6603 霧島市牧園町高千穂3878-114 ☎（78）2115 ＦＡＸ（78）3487

[URL]http://www.ryoma-walk.com

霧島市は1866年、土佐の坂本龍馬と妻お龍が日本最初の新
婚旅行で訪れた場所。雄大な自然や豊富な湯量を持つ温泉が、
激動の幕末で活躍したその身体を癒やしました。日本の将来
を思い描きながら二人が歩いた道を、現代の龍馬とお龍になっ
て歩き、昭和９年３月、日本で最初に国立公園に指定された霧
島の自然や歴史を楽しむウオーキング大会を開催します。

（平成24年３月16日 霧島錦江湾国立公園再編）

〜龍馬とお龍　新婚旅行の地を訪ねる〜

龍馬ハネムーンウォーク 検索

期日 コース名（距離） 事前申込
制　　限 受付 出発 スタート場所

３
／
16（
土
）

霧島温泉コース 
（距離　約10km) 1,000人 8:00 9:30

みやまコンセール 
野外音楽堂

犬飼・中津川コース 
（距離　約23km) 600人 8:00 9:30

みやまコンセール 
野外音楽堂

３
／
17（
日
）

花はきりしま菜の花コース 
（距離　約12km） 1,000人 8:30 10:00 霧島緑の村

隼人・天降川コース 
（距離　約18km） 400人 8:30 10:00 鹿児島神宮

◎コースおよび出発時刻など

A

B

C

D

難易度

初〜中級

上　級

◎当日参加料
一般/2,000円  中・高校生/1,000円  小学生以下/500円
参加料には、コース図、保険料などが含まれます。
1日のみ参加の場合も2日間参加の場合も同額です。

第17回

3月16日（土）17日（日）

◎問�・ ＝

初〜中級

初　級

当日参加できます
直接、受付へお越しください

霧島錦江湾国立公園指定１周年記念・
大隅国建国1300年記念
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市からのお知らせや
募集などの
情報をお届けします。

詳細な情報は掲載されている問い合わせ先に、ご連絡ください。

K i r i s h i m a  I n f o r m a t i o n

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先

◦�通常（翌月末日振替）＝割引なし（例：４月分の保険料を
５月末日に振替）

■口座振替による前納で納付
◦�納付書（現金）での前納よりお得です。

＝�加治木年金事務所  ☎（62）3511、
保険年金課国民年金グループ  ☎（64）0886

所得税の確定申告は期限内に
平成24年分の所得税の税務署が開設する申告会場の

受付、相談期間は、２月18日（月）から３月15日（金）ま
でです。
所得税は、納税者自身が所得金額や税額を正しく計

算して納税する申告納税制度を採っています。申告と納
税は、期限内にお済ませください。
確定申告書の提出は、郵送でも構いません。国税庁ホー

ムページの「確定申告書等作成コーナー」で簡単に申告書
などの作成ができます。
■所得税
⃝�納付期限＝３月15日（金）
⃝�振替日＝４月22日（月）
■消費税および地方消費税（個人事業者）
⃝�納付期限＝４月１日（月）
⃝�振替日＝４月24日（水）
＝加治木税務署  ☎（62）2161※自動音声案内

劇団ザパリ研究所
しまものがたりⅡオドルトギ公演

人形劇、パントマイム、あそび歌などで構成され、言
葉の心配なく親子で楽しめるお芝居です。
⃝�日時＝２月17日（日）午後３時開演（午後２時40分開場）
⃝�場所＝サン・あもり大研修室
⃝�入場料＝前売り券1,000円（４歳以上）※当日500円増
＝�ＮＰＯ法人かごしま子ども芸術センター【力石】

☎090（9600）4267

募　集
市営住宅の入居者募集

国分・隼人地区の市営住宅（１月31日までに入居準備の
できた部屋）の入居者を募集します。希望の方は申し込
みください。
申し込みは団地ごとに受け付け（１世帯１団地に限る）、

申込多数の場合は抽選となります。
⃝�申込書の配布・受付期間＝２月12日（火）～22日（金）
⃝�抽選日＝３月８日（金）
※申し込みについては所得制限などの条件があります。

※�部屋の詳細は市ホームページをご覧になるか、問い合
わせください。
※�中所得者向けの特定公共賃貸住宅および国分・隼人地
区を除く市営住宅は、随時募集しています。希望の方
は申し込みください。
＝�国分隼人地区は建築住宅課住宅グループ  ☎（64）

0909、そのほかの地区は各総合支所産業建設課
☎（45）5111 内線（溝辺6108）（横川6354）

（牧園5522）（霧島5732）（福山6871）

障がい者就労セミナー
障がい者を雇用している企業、就労している障がい者、

家族、それぞれの立場から障がい者の就労についてお話
しいただきます。働きたい障がい者を応援します。
⃝�日時＝２月９日（土）午前10時～正午
⃝�場所＝国分総合福祉センター３階大会議室
⃝�対象者＝就労を考えている障がい者、障がい者雇用に
関心のある事業所・関係機関

⃝�参加費＝無料
⃝�定員＝100人（定員になり次第締め切ります）
⃝�申込方法＝電話かファクスで。
・ ＝�あいらいさ障害者就業・生活支援センター

☎（57）5678、℻（57）5522

第７回鹿児島県障害者スポーツ大会
この大会は第13回全国障害者スポーツ大会の予選を

兼ねています。
⃝�日時＝５月19日（日）午前９時から
⃝�場所＝県立鴨池陸上競技場ほか
⃝�参加資格＝身体障害者手帳の交付を受けている方
⃝�競技種目＝陸上、卓球、アーチェリー、水泳、ボウリング、
フライングディスク（障害区分で出場種目に制限あり）。

⃝�定員＝30人程度（申込多数の場合は抽選）
⃝�申込期間＝２月18日（月）～３月11日（月）
※�身体障害者手帳と印鑑をご持参ください。代理人の場
合は代理人の印鑑も必要。
・ ＝�長寿・障害福祉課障害福祉グループ ☎（64）

0995、隼人福祉課、各総合支所市民福祉課

伊佐北姶良火葬場管理組合
ひしかり苑嘱託職員募集

⃝�募集人数＝１人
⃝�業務内容＝火葬業務および施設管理業務
⃝�条件＝４月１日現在で55歳までの方（そのほか条件が
あります。詳しくは問い合わせください）

⃝�受験申込書の配布場所＝霧島市役所横川総合支所・
牧園総合支所、伊佐市環境政策課、湧水町保健衛生課
⃝�申込期限＝２月20日（水）午後５時
・ ＝�伊佐北姶良火葬場管理組合事務局 ☎0995（26）

2356、〒895-2705 伊佐市菱刈重留444

お知らせ
２月は自治会加入推進月間です

本市には、地域住民がお互いに助け合い、協力しな
がら安全・安心で住みよい地域づくりを行うための組織
として自治会があります。
自治会では、防犯・防災、教育、子育て、親睦活動
などのさまざまな活動を通して「地域力」や「地域の絆」
を育んでいます。
日ごろから築き上げた「お互いさま」の意識による地
域の絆が、いざというときの力になります。
皆さん、自治会に入りましょう。
＝共生協働推進課  ☎（64）0988

市議会を傍聴しませんか
【午前10時開会】
◦２月18日（月）／本会議初日（開会、議案上程、提案
説明）
◦２月25日（月）／本会議（質疑、議案処理、一般質問）
◦２月26日（火）～ 28日（木）／本会議（一般質問）
◦３月14日（木）／本会議（委員長報告、一部採決）
◦�３月27日（水）／本会議最終日（委員長報告、採決、
閉会）
※�日程は変更になる場合があります。本会議はインター
ネットで中継放映し、ケーブルテレビでも生放送されま
す。ぜひご覧ください。
＝議会事務局  ☎（64）0922

高齢者交通教室受講メリット制度開始
歩行中の事故死者は、交通教室などを受講していない
方が多いことから、交通教室（霧島警察署交通課員か霧
島市交通安全専門指導員の実施するもの）を受講された
際に、メリットを提供する制度を今年１月から開始しまし
た。
⃝��対象＝霧島警察署管内に居住する65歳以上の方で、
運転免許自主返納者か運転免許未取得者。
⃝��メリット内容＝温泉入浴料金半額割引サービス券（利
用施設＝岩戸温泉・清姫温泉・野鶴亭・洗心閣）
※�平日のみ利用可、年１回限り発行、ほかのサービスと
の併用や第三者への譲渡・転売禁止、有効期限は受講
日から１か月以内、受講会場の記入が必要。

※反射材着用を確約していただいた方に限ります。
＝霧島警察署交通課  ☎（47）2110

障害のある方の軽自動車税の課税免除
障害のある方が軽自動車などを所有し、一定の要件を
満たす場合は、軽自動車税の課税免除を受けられます。
課税免除を受けられる障害の程度については、税務
課まで問い合わせください。
⃝�要件＝障害のある方が所有する軽自動車など（身体障
がい者で年齢18歳未満の方、または精神障がい者、知
的障がい者と生計を同一にする方が所有する軽自動車
などを含む）
※�課税免除を受けられる車両は１人につき１台です。（普
通自動車を含む）
⃝�申請方法＝納期限の７日前（５月24日）までに、税務課、
各総合支所地域振興課、福山市民サービスセンターに
備えてある申請書で手続きしてください。
⃝�必要書類＝運転者の運転免許証、障害者手帳、車検
証、届出者の印鑑（運転者が生計同一の場合、生計同
一証明も必要です）
＝税務課諸税グループ  ☎（64）0902

軽自動車・バイクなどの
抹消・変更手続はお早めに

軽自動車税は、毎年４月１日現在で原動機付自転車、
軽自動車、小型特殊自動車（農耕用を含む）、二輪の小
型自動車などを所有または使用されている方に対して課
されます。
軽自動車などを解体された場合は登録の抹消、譲り
渡された場合は名義変更をしてください。手続きがない
と、来年度も引き続き課税されます。
■手続き窓口について
原動機付自転車（125㏄以下）、小型特殊自動車（農
耕用を含む）は、税務課、各総合支所地域振興課、福
山市民サービスセンターで手続きできます。（ナンバープ
レート、新旧所有者の印鑑、車台番号のわかる書類が
必要）
軽自動車、二輪の小型自動車などは鹿児島県軽自動
車協会で手続きできます。
＝�税務課諸税グループ  ☎（64）0902、

鹿児島県軽自動車協会  ☎099（261）4011

国民年金保険料の納付は
口座振替がお得です

口座振替の場合、希望の口座から自動的に引き落とさ
れ、納付のたびに金融機関などに行く必要がなく便利で
す。
■毎月振替は２種類
◦�早割（当月末日振替）＝50円割引（例：４月分の保険料を
４月末日に振替）

前納の種類 申込期限
１年前納 4月分〜翌年3月分 ２月末日

６か月前納
4月分〜 9月分 ２月末日
10月分〜翌年3月分 ８月末日
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声
城
跡
に
元
旦
遥
拝
を
望
み
つ
つ
地

区
公
民
館
関
係
の
人
た
ち
と
と
も

に
登
り
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
に

比
し
３
倍
の
56
人
が
参
加
さ
れ
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
年

は
親
子
連
れ
が
多
く
、
希
望
に
満

ち
た
新
春
の
集
い
で
し
た
。

全
員
頂
上
で
国
旗
掲
揚
し
、
１

月
１
日
の
歌
を
歌
い
、
館
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
上
野
原
遺
跡
方
面

か
ら
の
日
の
出
を
待
ち
ま
し
た
。

そ
の
間
こ
の
頂
上
に
祭
っ
て
あ
る

祠ほ
こ
らの
由
来
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
今
年
は
曇
り
の

た
め
太
陽
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
万
歳
三
唱
し
、
東
方
に
う
っ

す
ら
と
見
え
た
明
か
り
に
今
年
一

年
の
幸
せ
を
祈
り
ま
し
た
。
そ
の

後
関
係
者
が
準
備
し
て
い
た
だ
い

た
お
神み

酒き

、
ぜ
ん
ざ
い
、
焼
き
も

ち
な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
和
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

特
に
今
年
参
加
し
て
く
れ
た
子

ど
も
た
ち
が
友
人
を
誘
っ
て
来
年

も
さ
ら
に
多
く
参
加
し
て
く
れ
る

こ
と
を
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

地
区
ご
と
の
行
事
が
今
後
も
継
続

し
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
望
み
つ
つ

散
会
い
た
し
ま
し
た
。（
名
波
の

黄
門
さ
ま
75
歳
男
性
）

●

新
年
か
ら
訪
れ
る
人
の
た
め
に
、

準
備
を
さ
れ
る
地
域
の
皆
さ
ま
に

頭
が
下
が
り
ま
す
。
本
物
の
太
陽

は
見
ら
れ
な
く
て
も
心
に
は
神こ

う

々ご
う

し
い
日
の
出
が
登
っ
た
の
で
は
。

体
罰
に
つ
い
て
は
、
ど
う

い
っ
た
状
況
で
あ
ろ
う
と

も
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
力
の
強
い
大
人
が
子
ど
も
に

対
し
て
、
非
常
に
大
き
な
身
体
的
、

精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。
確
か
に
部
活
動
を

す
る
上
で
勝
利
を
目
指
し
、
厳
し

い
練
習
を
重
ね
る
こ
と
は
大
切
で

す
。
し
か
し
、
た
だ
勝
つ
こ
と
が

部
活
動
の
全
て
か
と
言
わ
れ
れ
ば

そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
自
分
自
身
で

困
難
に
立
ち
向
か
い
努
力
を
続
け

る
こ
と
も
人
生
に
お
い
て
価
値
が

あ
る
こ
と
で
す
。

現
在
、
私
も
教
師
を
目
指
し
て

勉
強
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
に
心
を
痛
め
る
と
同
時

に
、
生
徒
に
ど
う
教
え
る
べ
き
か
、

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
常
に

真
剣
に
、
心
の
底
か
ら
子
ど
も
た

ち
と
向
き
合
っ
て
い
け
る
教
師
を

目
指
し
て
３
度
目
の
正
直
な
る
か
、

夏
の
採
用
試
験
に
向
け
て
勉
学
に

励
み
ま
す
。（
い
い
よ
ん
23
歳
男
性
）

●

男
女
共
同
参
画
シ
リ
ー
ズ
に
相

手
を
思
い
や
れ
な
い
行
動
は
相
手

に
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
さ
せ
る
と

あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
思
い

の
先
生
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

私
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
好
き

で
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

が
始
ま
る
こ
の
時
期
は
、
時
間
が

あ
っ
た
ら
会
場
に
行
き
ま
す
。
特

に
今
年
は
昨
年
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
の
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

が
来
る
と
知
り
、
さ
ら
に
楽
し
み

が
増
し
ま
し
た
。

選
手
た
ち
が
シ
ー
ズ
ン
で
活
躍

で
き
る
よ
う
に
、
今
年
も
た
く
さ

ん
応
援
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ

ひ
会
場
へ
!!
（
ス
ポ
ー
ツ
大
好
き

35
歳
男
性
）

●

ス
ポ
ー
ツ
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
選
手
が
私
た
ち
の
ま
ち
に
来
て

く
れ
て
い
ま
す
。
百
聞
は
一
見
に

如
か
ず
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
い
い
刺
激
に
な
り
そ
う
で
す
。

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

こ
こ
数
年
、
三
社
参
り
の
一

つ
に
必
ず
霧
島
神
宮
を
参

拝
し
て
い
ま
す
。
年
末
に
テ
レ
ビ

の
旅
番
組
で
、
霧
島
神
宮
の
境
内

の
大
杉
に
神
主
さ
ん
が
立
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
特
に
今
年
の
初

詣
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

霧
島
神
宮
で
ひ
と
と
お
り
の
参

拝
を
済
ま
せ
境
内
に
あ
る
大
杉
へ

行
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
正
面

か
ら
は
見
え
な
か
っ
た
の
に
、
裏

側
に
回
る
と
折
れ
た
枝
部
分
に

「
神
主
さ
ん
」
が
立
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
の
で
し
た
。
感
動
し

な
が
ら
思
わ
ず
合
掌
し
、
今
年
も

頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
っ

た
ら
見
て
み
ま
せ
ん
か
。（
霧
島

人
60
歳
男
性
）

●

見
た
瞬
間
に
な
ん
だ
か
大
き
な

力
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た

の
で
は
。
人
の
想
像
力
は
自
分
を

幸
せ
に
で
き
る
力
を
持
っ
て
い
る

の
で
す
ね
。

１
月
13
日
に
嘉
例
川
駅
・
大

隅
横
川
駅
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

17
・
３
㌔
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
両
駅
開
業
１
１
０
周
年
記
念

と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
募
集
も

１
１
０
人
限
定
で
す
。

出
発
点
の
嘉
例
川
駅
で
開
会
式

が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
雨
の
中
、

前
田
市
長
の
「
ウ
オ
ー
ク
は
寒
い

と
き
と
雨
が
一
番
」
と
の
励
ま
し 

？
の
言
葉
で
予
定
通
り
出
発
。
ご

夫
婦
や
女
性
の
グ
ル
ー
プ
で
い
っ

ぱ
い
。
私
み
た
い
な
単
独
で
加
齢

の
男
性
は
少
数
派
で
し
た
。
中
に

は
ペ
ア
ル
ッ
ク
も
あ
り
、
色
と
り

ど
り
で
華
や
か
な
雰
囲
気
も
た
っ

ぷ
り
。
私
た
ち
の
班
も
若
い
市
職

員
の
ガ
イ
ド
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て

出
発
。
ス
タ
ー
ト
時
は
あ
ま
り
会

話
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
歩
く

う
ち
に
会
話
も
弾
み
、
坂
道
も
楽

し
く
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
ポ
リ
シ
ー
で
し
ょ

う
か
。「
県
道
な
ど
の
広
い
道
を

で
き
る
だ
け
避
け
、
里
の
生
活
道

路
や
山
道
を
伝
い
な
が
ら
歩
く
」

の
よ
う
で
す
。
途
中
、
旧
町
境
で

は
集
落
の
自
然
消
滅
と
い
う
悲
し

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

い
説
明
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
中
間
地

点
の
霧
島
温
泉
駅
前
で
は
お
い
し

い
竹
皮
包
み
の
お
に
ぎ
り
や
具
だ

く
さ
ん
の
薩
摩
汁
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
辺
り
ま
で
は
元
気
に

歩
け
ま
し
た
が
、
後
半
の
７
㌔
は

気
力
で
す
。
雨
の
中
を
た
だ
、
足

だ
け
が
前
に
で
る
だ
け
と
い
う
歩

き
方
で
完
走
。
ゴ
ー
ル
の
大
隅
横

川
駅
で
は
た
く
さ
ん
の
方
々
の
出

迎
え
を
受
け
、
疲
れ
も
吹
っ
飛
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
、
企
画
、

準
備
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
ス
タ
ッ

フ
や
各
地
区
の
お
も
て
な
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
そ
れ
に
中
福

良
小
学
校
の
す
て
き
な
コ
ー
ラ
ス

を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

楽
し
い
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
。

（
広
瀬
の
だ
っ
た
ん
69
歳
男
性
）

●

車
で
走
っ
て
い
た
ら
気
付
か
な

い
こ
と
で
も
歩
く
こ
と
で
気
付
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
も
な
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
人
の
ぬ
く

も
り
や
生
活
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
ま
た
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い

ま
せ
」。
こ
の
言
葉
を
今
の
仕
事

に
つ
い
て
何
回
、
何
百
回
言
っ
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

お
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
当
初
は

従
業
員
は
30
人
く
ら
い
い
ま
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
辞
め
て

い
っ
た
方
も
い
て
、
今
は
20
人
ほ

ど
。
そ
の
中
で
オ
ー
プ
ン
か
ら
今

で
も
い
る
の
は
５
人
で
、
私
が
一

番
の
年
長
者
。
そ
の
ほ
か
の
方
々

は
妹
や
娘
ぐ
ら
い
の
年
齢
で
す
。

で
も
こ
の
仲
間
は
、
は
る
か
に
私

よ
り
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
い

つ
も
私
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。
そ

の
お
か
げ
で
そ
の
う
ち
の
一
人
と

し
て
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
仲
間
と
ま
た
い

つ
か
一
緒
に
仕
事
を
す
る
で
あ
ろ

う
仲
間
と
今
年
も
頑
張
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。
お
ー
い
み
ん
な
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
よ
。（
み
ぞ

べ
の
母
ち
ゃ
ん
48
歳
女
性
）

●

す
て
き
な
仲
間
に
囲
ま
れ
て
幸

せ
で
す
ね
。「
み
ぞ
べ
の
母
ち
ゃ

ん
」
さ
ん
の
人
柄
が
周
り
を
楽
し

い
気
持
ち
に
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
。

明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
。

２
０
１
３
年
新
春
を
寿こ

と
ほぎ
目め

出で

度た

く
申
し
納
め
ま
す
。

私
た
ち
夫
婦
は
今
年
、
旧
上
井
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（No.159/2013.2）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださった方の中から福
山の米を使用したお菓子と調味料
を５人の方にプレゼント。応募締
め切りは２月15日（金）当日消印
有効です。当選の発表は、商品の
発送を持ってかえさせていただき
ます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の周りであった身近な出来事や話題など、
何でも好きなことを書いてください。

おたより
待ってます

村本幸隆（溝辺町）
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〈随ずいそう想〉

レ
ー
ル
が
つ
な
い
だ
絆

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
の
全
線
開
業
は

明
治
42
年
で
、
鹿
児
島
本
線
の

昭
和
２
年
や
日
豊
本
線
の
昭
和

７
年
よ
り
歴
史
は
古
く
、
開
業

当
初
は
肥
薩
線
が
九
州
の
大
動

脈
で
し
た
。
国
分
駅
（
現
隼
人

駅
）
と
横
川
駅
（
現
大
隅
横
川

駅
）
間
は
そ
れ
に
先
立
ち
、
明

治
36
年
に
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
１
１
０
年
。
こ
の

間
、
九
州
最
古
と
も
い
わ
れ
る

木
造
駅
舎
の
嘉
例
川
駅
と
大
隅

横
川
駅
は
、
山
ケ
野
で
採
掘
さ

れ
た
金
や
木
材
を
運
搬
す
る
拠

点
駅
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
溝

辺
町
の
高
屋
山
上
陵
に
向
か
わ

れ
る
天
皇
家
を
お
迎
え
し
、
戦

争
に
出
兵
す
る
兵
士
を
見
送
り
、

米
軍
戦
闘
機
の
機
銃
掃
射
に
も

遭
い
、
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

戦
後
は
集
団
就
職
で
ふ
る
さ

と
を
離
れ
る
青
年
た
ち
を
見
送

り
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

駅
舎
が
新
た
な
歴
史
を
刻
み
は

じ
め
た
の
が
10
年
前
。
百
周
年

記
念
事
業
を
契
機
に
嘉
例
川
駅

周
辺
地
域
の
人
々
が
活
性
化
に

取
り
組
ま
れ
、
そ
れ
に
続
け
と

大
隅
横
川
駅
、
霧
島
温
泉
駅
で

も
駅
を
拠
点
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
始
ま
り
、
つ
い
に
念
願
の

３
駅
を
結
ぶ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

会
が
実
現
し
ま
し
た
。
レ
ー
ル

は
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
す
て
き

な
人
々
の
絆
を
結
ん
で
い
ま
す
。

2PRESENTS

E
D

IT
O

R
'S

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

昨年の10月号広報誌が、県広報コンクールで特選をいただきまし
た。協力してくださった皆さんのおかげです。ありがとうございまし

た。その時の特集は農業。頑張る若者や地域、進化する農業経営者
などを紹介。皆さん生き生きとしていて、農業の可能性を感じました（み）

今月の思い出の味コーナーは親子で作る水餃子。取材すると、戦
時中や終戦後の涙ぐましい話を聞くことができました。そんな中

でも母は、娘のために水餃子を作ってくれる。何ていい話なんだ。自分
は、娘のために何ができるのだろう。思い出に残ることをしてあげたい（は）

栗山鈴かけ馬おどり保存会の溝口会長を取材。年明け早々、急なお
願いにもかかわらず、行ってみると保存会メンバーがずらり。私の

質問に方方から答えと笑いが飛ぶ。保存会を続ける秘訣はきっとこの団
結力。３月３日、春の訪れを告げる初午祭。みんなの心に春よ来い（う）

高２の娘の修学旅行はスキーとディズニーランドの３泊４日。スー
ツケースを買った。ちょっと大き過ぎたと思ったが、荷物を詰め

終えたスーツケースはパンパン。「ぎりぎりだったね。で、何がはいって
いるの」と娘に聞くと「お菓子が４分の１」と言い「ニッ」と笑った（た）

◎人口／128,263人（＋38）
男性／ 61,717人（＋44）
女性／ 66,546人（－６）
出生111人／死亡118人
転入323人／転出275人
◎世帯数／58,856世帯（＋24）

（平成25年1月１日現在）

大浪池に登った。登り始めるとすぐに
気付くのは緑の多さである。息も白く、
寒い冬にもかかわらず緑のトンネルが
整備された登山道を覆うように続
く。30分ほどかけて大浪池に到着。
池を見下ろすと半分以上は氷が張り、
あとの半分にさざ波がたった。冷た
く気持ちいい「青」が目に入る。下りは
ちょっと早足。うっすらと汗をかいた
頬に冷たい風が心地よかった（た）

冷たく気持ちいい「青」（大浪池）
１月19日　午後１時40分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18〜135㎜
F3.5 〜 5.6　1/160s　F11　ISO250

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

今月の表紙

お便りをくださった方の中から

志布志湾に注ぐ菱田川の上流に湧き出る水とヒグラシの音色を聴きながら育った上
質米で作りました。甘酒はきりしま新食のおみやげコンテストで入賞。しょうがを入
れても、焼酎に入れても良し。いこもちは砂糖の代わりに甘酒を使い、一口大に切
り分けました。味はアーモンド、クルミ、落花生、ゴマ入りきな粉の4種類。米麹しょ
うゆはもろみ調味料として仕上げ、生魚や肉を一晩漬け込むとおいしいです。

◎ ＝福山町  山下久治  ☎0995（56）2432

「福山の米を使用したお菓子と
調味料」をプレゼント

席
。
す
る
と
周
り
に
着
座
さ
れ
て

い
た
地
域
の
方
々
や
同
郷
出
身
の

先
輩
方
が
、
気
さ
く
に
声
を
掛
け

て
く
だ
さ
り
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け

る
こ
と
が
で
き
、
に
ぎ
や
か
な
席

へ
と
一
変
し
ま
し
た
。
横
川
の
住

民
と
し
て
地
域
に
一
歩
踏
み
込
め

た
か
な
と
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

ほ
ど
な
く
し
て
「
大
隅
横
川
駅

保
存
活
用
実
行
委
員
会
」
の
実
行

委
員
メ
ン
バ
ー
へ
選
出
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
こ
の

実
行
委
員
会
に
入
っ
た
こ
と
で
横

川
で
の
生
活
も
大
き
く
変
わ
っ
て

い
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

30
人
ほ
ど
の
実
行
委
員
メ
ン

バ
ー
は
、
若
年
層
か
ら
高
齢
層
ま

で
、
多
種
多
様
な
職
種
に
従
事
し

て
い
る
人
材
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
れ
ば
、

年
配
の
方
に
教
え
て
も
ら
え
る
伝

統
行
事
や
炊
き
出
し
に
よ
り
、
口

に
す
る
郷
土
料
理
も
魅
力
の
一
つ

で
す
。

嘉
例
川
駅
と
と
も
に
今
年
で
１

１
０
歳
に
な
る
駅
舎
は
、
国
の
登

録
有
形
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
、

明
治
36
年
の
開
業
当
時
の
ま
ま
の

姿
に
、
歴
史
の
重
さ
と
風
格
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
人
々

を
引
き
付
け
る
一
つ
の
要
因
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
駅
舎
の
柱
に
は

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
米
軍
機
が

機
銃
掃
射
し
た
跡
も
残
り
、
実
行

委
員
会
で
は
毎
年
７
月
30
日
に
生

き
証
人
で
も
あ
る
駅
舎
の
前
で

「
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
、

平
和
へ
の
願
い
を
伝
え
て
い
ま
す
。

冬
に
な
れ
ば
、「
門
松
の
製
作
」

や
「
ひ
な
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
」
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
横
川
町
に
は
昔
「
金
の

発
掘
」
で
に
ぎ
わ
っ
た
山
ヶ
野
金

山
と
い
う
場
所
が
あ
り
、
毎
年
３

月
に
史
跡
を
巡
る｢

山
ヶ
野
ウ
ォ
ー

Profile
ひぐち　けんいちろう（34）
宮崎県延岡市出身。株式会
社共同設計入社後、霧島市
横川町へ移住。子育てを通
してPTA活動や「大隅横川
駅保存活用実行委員会」に
参加し、地域活性化に向け
さまざまなイベントやボラ
ンティア活動に取り組む。
自分自身の成長のためにも
日々奮闘中。

地域の方々 の温かさに触れ
◎樋口  賢一郎

霧
島
市
横
川
町
に
移
り
住
み
８

回
目
の
春
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
ア
ル
バ
ッ
ク
九
州
㈱
の
設

計
を
受
け
て
い
る
、
㈱
共
同
設
計

に
入
社
し
た
後
、
仕
事
の
関
係
で

生
ま
れ
育
っ
た
宮
崎
県
延
岡
市
を

離
れ
横
川
町
へ
引
っ
越
し
て
来
ま

し
た
。

当
初
、
地
域
の
方
々
の
発
す
る

鹿
児
島
弁
は
、
独
特
の
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
上
、
少
し
早
口
で

異
国
の
地
に
来
た
か
の
よ
う
な
錯

覚
を
覚
え
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

し
ば
ら
く
し
て
、
子
ど
も
が
横

川
小
学
校
に
入
学
す
る
と
「
お
や

じ
の
会
総
会
」
と
い
う
案
内
文
書

を
持
っ
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
正

直
な
と
こ
ろ
、
知
り
合
い
も
な
く

参
加
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
り
ま

し
た
が
、
妻
か
ら
「
子
ど
も
が
お

世
話
に
な
る
ん
だ
か
ら
顔
く
ら
い

出
し
て
い
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
」
と
背
中
を
押
さ
れ
、
普
段
飲

み
会
の
時
は
送
迎
な
ん
て
し
な
い

妻
に
、
そ
の
時
だ
け
は
押
し
込
ま

れ
る
よ
う
に
車
に
乗
せ
ら
れ
会
場

へ
向
か
い
ま
し
た
。
会
場
へ
入
る

と
、
予
想
通
り
の
完
全
ア
ウ
ェ
ー

状
態
に
少
々
後
悔
し
な
が
ら
も
着

キ
ン
グ｣

も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
山
ヶ
野
地
区
の
歴
史
に

つ
い
て
勉
強
し
た
り
地
域
の
方
々

か
ら
、
お
話
を
聞
い
た
り
す
る
だ

け
で
も
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。今

年
で
横
川
の
住
民
と
し
て
私

も
８
歳
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
、
地
域

の
方
々
の
温
か
さ
に
助
け
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
高
齢
化
社
会
で
過
疎

化
の
進
む
中
で
す
が
、
少
し
で
も

地
域
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た

私
自
身
の
成
長
の
た
め
横
川
の
地

に
私
の
居
場
所
を
作
っ
て
く
れ
た

「
大
隅
横
川
駅
保
存
活
用
実
行
委

員
会
」
を
通
し
、
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
出
会
い
を
探
求
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

県
内
最
古
の
木
造
駅
舎
「
大
隅
横
川
駅
」
の

前
で
記
念
撮
影
す
る
観
光
客

27  Kirishima City Public Relations, 2013.2, Japan 広報きりしま  26


	Copied Bookmark
	Copied Bookmark
	Copied Bookmark
	Copied Bookmark
	Copied Bookmark
	Copied Bookmark
	Copied Bookmark
	Copied Bookmark
	Copied Bookmark
	Copied Bookmark
	Copied Bookmark
	Copied Bookmark
	Copied Bookmark

